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> 非正規居住区における抗議 

> フランスにおける働き方の変化

>インドネシア社会学

VO
LU

M
E 

5 
/ 

IS
SU

E 
1 

/ 
M

A
RC

H
 2

01
5

ht
tp

:/
/i

sa
-g

lo
ba

l-
di

al
og

ue
.n

et
G

D

5.1

グローバル・ダイアログ：国際社会学会ニューズレター

第5巻　第1号(2015年3月)

季刊誌を15ヵ国語で刊行

アリアーヌ・ハネマイヤー
クリストファー・シュナイダー

パブリック・ソシオロ
ジーの実践方法

グローバル・シンポジウム

資本主義 vs. 
気候正義 ハーバート・ドセナ

シャルリ・エブド ボアバントーラ・デ・ソウザ・サントス

パブリック・ソシオロ
ジーへの２つの道 ニラ・ユヴァル＝デイヴィス

深くかかわる生活
イッサ・シヴジ

http://isa-global-dialogue.net


 

 2

今
季号の『世界の対話』(グローバル・ダイアログ、Global Di-

alogue)では、ボアバントーラ・デ・ソウザ・サントスが、『シャ

ルリ・エブド』紙の風刺漫画家の惨殺事件について回想し

ている。社会学的な考察が必要とされるのは、「殺害理由」

「殺人者の気質」「風刺画の影響力」「国家の反応」「国の対応に対する国民

の反応」が考えられる。この事件から、「言論の自由」とは、我々に当然なも

のとして与えられた権利ではなく、論争の場を得るための権利であることが

理解できる。同じことは「ムスリム」「テロリスト」の解釈でも言える。ある人にと

ってのテロリストは、他の人にとっては自由の戦士なのである。また我々も、

サントスのようにグローバルな視点から考える必要がある。このような事件

を、世界中を震撼する暴力と過激主義の社会体制という流れの中で考えな

ければならない。しかし、そのほとんどは、国民国家が誘発しているのだが、

その事実に看過されている。

数々の殺人事件に関する社会学的分析が求められるが、社会学者は沈黙

を続けている。なぜなら、事件に関わることで、パブリック・ソシオロジストにな

るのを恐れているからだ。確かに、社会学者とは危険の伴う職業である。この

ことに葛藤しつつも、ニラ・ユヴァル＝デイヴィスは、２つの方法を示す。１つ

は、周縁の立場を貫き亡命した社会学者である。もう１つは、イスラエルの社

会学者バールフ・キマーリングである。彼は、イスラエル社会の中心から社会

問題に取り組んだが、晩年はイスラエルの社会体制に、批判的な態度をとる

ようになった。アフリカにおいて、さまざまな困難に立ち向かう様子を描きつ

つ、イッサ・シブジは、タンザニア国家の批判と、大学の自治を守ることへの断

固とした姿勢をみせ、学者でありながら活動家としても活躍していたことを述

べた。

パブリック・ソシオロジーを実行することは、必ずしも危険ではない。単に

複雑で緊急を要するだけである。ハーバート・ドセナは天候変動に関する

国連会議の変遷を論じている。ドセナは、陰鬱な交渉が無惨に終わるのを

見て、人々の間で過激な反資本主義運動が高まっていることを指摘してい

る。最後に、アリアーヌ・ハネマイヤーとクリストファー・シュナイダーが、コーヒ

ーショップで催したミーティングの事例にみられるように、自分の住んでいる

場所でパブリック・ソシオロジーを実施することができるのを示した。彼らは、

大学と一般人をコーヒーションで交流する機会を作り、それから一般人を大

学の授業に招いた。これは、大学と一般社会が融合できることを意味する。 

 

　今季号の『グローバル・ダイアログ』には３つの論集が編纂されてい

る。まず、チリ、ウルグアイ、コロンビア、南アフリカ、ザンビアにおける

都市部の非正規居住区についてである。ここでは、居住者に対する酷

い仕打ちがあり、抗議運動は続いている。偶発的な暴動ではなく、政

治的に組織化された行動である。成功することもあれば、ほとんどが非

成功に終わることもある。次に、インドネシア社会学を紹介する。５つ

の論考は、新たな民主主義の組織体制に論じている。この新体制は、

宗教、教育、労働、社会異動という伝統を新たな形へと導いている。 

最後に、フランスに関する３つの論考がある。それらは、仕事の新たな様式

　—　目新しいだけのファブラボ、慢性病疾患者の働き方、「マルチアクティブ

社会」の興り、つまり労働、無償のケアワーク、市民活動の融合　—　に関する

ものである。(翻訳: 山元　里美）

> 編集部より

> 英語版『グローバル・ダイアログ』は15カ国語に翻訳されており、
   ISA websiteで閲覧・ダウンロードできます。

> 寄稿の送付先:  burawoy@berkeley.edu

パブリック・ソシオロジストになる
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Global Dialogue is made 
possible by a generous grant 
from SAGE Publications.

GD

ボアバントーラ・デ・ソウザ・サントスは,  世界

的に有名なポルトガルの社会学者で法学者。

シャルリ・エブド紙の風刺漫画家の暗殺をグロ

ーバルな視点から分析する。

イッサ・シブジ。タンザニア出身の左派的批評

家。長年、第一線で活躍し、世界的に著明な

人物。アフリカにおける大学の役割について、

学生からインタビューを受ける。

ニラ・ユヴァル＝デイヴィス。ジェンダーと人権

を専門とする著明な社会学者。イスラエルの

著明な社会学者バールフ・キマーリングとパブ

リック・ソシオロジーへの異なるアプローチ法

を議論する。

http://isa-global-dialogue.net
mailto:burawoy%40berkeley.edu?subject=
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>シャルリ・ エブド
  不可解な困惑

世界の指導者らが、シャルリ・エブド社襲撃事

件の犠牲者を追悼するためにパリに集結。デ

モ行進に参加。

     ポルトガル共和国　コインブラ大学　ボアバントーラ・デ・ソウザ・サントス氏
       (第18回世界国際会議 (ISA 2014)プログラム・コミッティ委員)
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パ
リ の 新 聞 社 『 シ ャ

ルリ・エブド』の新

聞記者と、風刺漫

画 家 に 対 す る 凶

悪な犯罪を冷静な目で分析する

ことは難しい。何が原因で、このよ

うな野蛮行為が起きたのか。その

内容を明らかにすること、前例が

あるかを調べること。この事件の

社会への影響と、今後見られるで

あろう反動への予測。これらにつ

いて、早急の分析が求められる。

いつか、シャルリ・エブド襲撃事

件と似たような事件が、子供の学

校、自宅、組織に起こるのではな

いかと心配することで、我々の心

の中の不安感を増々高める。ここ

では、この襲撃事件を分析する。 

 

> 暴力と 民主主義

  『シャルリ・エブド』の悲劇と、2001



年9月11日以降に、アメリカとその

連盟国が、テロ撲滅活動を行なっ

てきたこととの関連性を、我々（フ

ランス人）を意識していない。しか

し、（フランス以外では）よく知られ

ていることだ。西洋諸国による極端

に暴力的な行為は、何千人もの罪

のない民間人（ほとんどがムスリム

教徒）の命を奪った。少しでも悪事

を行いそうに見える若いムスリム教

徒たちに、考えられないほどの残

忍な暴力的行為、そして拷問を行

なった。この事実は、アメリカ議会

に提出された報告書の中に記され

ている。

　また、（フランス以外では）よく知

られていることだが、多くの若いイ

スラム系の過激派は、自分達の過

激的行為の原因は、是正されるこ

とのない暴力への怒りに端を発し

ていると述べている。つまり、暴力

の輪を止める最善の方法が、暴力

を促進する政策を押し進めている

のを（今となっては、明らかなのだ

が）、我々は今一度、立ち止まって

考えねばならない。

　フランスの返答は、憲法に則った

民主的な形で裁かなくてよいという

ものである。つまり、投獄して裁くよ

りも射殺すべきだという考えを支持

している。この考え方は、西洋的価

値観に相反しない。我々は、内戦

のような状態に突入した。ヨーロッ

パの中で、誰が得をするのか？明

らかに、スペインのポデモス党（左

派政党）でもなく、ギリシアのシリザ

（急進左派連合）でもない。

> 報道の自由

　報道の自由は貴重な消費材で

ある。しかし、限度がある。驚くこと

に、自分たちの報道の自由が制

限された時にだけ、報道の自由の

規制を取り払おうとする人達によ

って、報道の自由は規制されてい

る。よくあることある。例えば、イギ

リスでは、デモ行進の参加者は、

（イギリス首相の）デーヴィッド・キ

ャメロンの手に血がついていると

言っただけで、逮捕されることもあ

る。フランスでは、イスラム教徒の

女性はヒジャブ（ムスリム女性が頭

にまくスカーフ）の使用を認めてい

ない。2008年、漫画家のモーリス・

シネは、わざと反ユダヤ的な記事

を書いたために、シャルリ・エブド

社を解雇された。つまり、常に限度

は存在するということである。ただ

し、この限度は利益集団ごとに異

なる。

　南アメリカの例をみてみると、寡

頭家族と巨大資本家によって、主

要なメディアは支配されているが、

ここは規制のない表現の自由を、

最初に求めた地域である。メディア

は革新的政府を非難することで、

この政府が貧困層の福利厚生を

奨励している事実を、一般の人々

の耳に入らないようにしている。『シ

ャルリ・エブド』で描かれた漫画の

多くは、イスラム恐怖症(現在、フラ

ンスとヨーロッパに一般的に見られ

る反移民的感情の波)を助長する

人種主義的プロパガンダとして読

めるのだが、風刺漫画家らは、ムス

リム教徒を風刺することの限界を理

解していなかったようだ。預言者が

猥褻なポーズをとった風刺漫画が

多い。風刺漫画の中の１つは、極

右派によって丹念に内容を検証さ

れている。漫画には、妊娠したムス

リム教徒の女性をボコ・ハラムの性

の奴隷として描かれており、大きな

お腹に手をあてて「我々の福祉制

度から手をのけよ」と叫んでいる。

このような発表をすることで、イスラ

ーム、女性、福祉制度はスティグ

マ化されてしまう。予想通り、ヨー

ロッパにおける最大のムスリム・コミ

ュニティは、長年、この編集路線を

（イスラームに対する）侮辱だと感

じていた。一方、フランス国民の間

では、シャルリ・エブド襲撃事件へ

の非難は即座に起こった。そのた

め、我々は普遍的に考えられてい

る本当の価値観の矛盾と非対称性

を考えなければならない。

> 寛容と「西洋的価値観」

  犯罪の内容は、大まかに２つの見

解に集約できる。しかし、どちらの

意見も、包括的・異文化的なヨーロ

ッパを作ろうとは考えていない。２

つのうち過激な意見になると、イス

ラム恐怖症と反移民感情を明白に

表している。この意見の支持者は、

ヨーロッパの極右派集団の強硬派

で、次の選挙に危機感を抱いてい

る極右派（ギリシアのアントニス・サ

マラスのように）である。この集団の

見解によると、ヨーロッパ文明の敵

は「我々」の中にいる。彼らは、我

々を嫌い、我々のパスポートを使

う。このような状況は、彼らを取り除

くしかない。この表現の中に、反移

民感情のニュアンスが含まれてい

るのは明らかである。

　もう１つは、寛容的な見方であ

る。この見解によると、この人達（外

国人）は自分達とは異なるので、我

々にとって彼らは重荷である。でも

「我慢しなければならない」。なぜ

なら、彼らが悪ささえしなければ、

利用価値があるからである。しか

しこれは、彼らが(我々の社会の中

で)控えめな行動をとり、我々の価

値観と同化するつもりならの話であ

る。

しかし「西洋的価値観」とは何な

のか？何世紀にもわたり、つまり植

民地時代から２つの世界大戦にい

たるまで、多くの国々が、ヨーロッ

パ内外の価値観に傾倒した凶暴

性の後に得た「西洋的価値観」と

は何なのか。そしてなぜ、(社会)文

脈によって、優先されるものが決ま

るのか。これらの価値観を吟味す

るという点において、社会の価値

体系は正常に機能していると言え

よう。例えば、自由の価値を疑う者

はいない。しかし、平等と連帯感は

違う。この２つの価値観は、第二次

世界大戦以降の民主的ヨーロッパ

で広まり、福祉国家の根底を支え

た価値観である。しかし最近では、
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保守的な政治家が社会的な保護

（高度な社会統合を確固とするも

の）に対して、疑問を投げかけるよ

うになった。今では(社会保障は)左

派・右派を問わず、政党財政を逼

迫する贅沢として見られている。社

会的な保護の浸食と、若年層の失

業率の上昇、特に民族と宗教差別

を受ける者の失業率の上昇が、社

会危機への引き金となったと考え

られる。

> 文明ではなく、狂信の衝突

現在、我々が直面しているのは

文明の衝突ではない。なぜなら、

キリスト教徒とイスラム教徒の文明

のルーツは同じだからだ。我々の

目前にあるのは狂信の衝突であ

る。これは、あまりにも我々の意識

に近過ぎて、そのように認識でき

ないかもしれない。歴史を振り返る

と、狂信と、それが衝突し合う様子

は、常にエリート層の経済的・政治

的利益に関係している。大衆の利

益にはならない。なぜなら、その衝

突の歩兵として、矢面に立つのが

大衆だからだ。ヨーロッパ及びその

影響が及ぶ地域において、聖戦や

異端審問（植民地支配下の人民の

平等、北アイルランドの宗教戦争・

闘争）が、狂信の衝突の事例であ

る。ヨーロッパ圏外では、仏教のよ

うな平和的な宗教でさえも、スリラ

ンカのタミール少数民族の大虐殺

を正当化した。2003年、ヒンズー原

理主義者たちは、グジャラートのム

スリム人口を殺戮した。モディ大統

領の選挙勝利を背景に、彼らの力

が増す可能性は、最悪の脅威を生

み出す。宗教の名のもとで、イスラ

エルは罰せられずに、パレスチナ

の民族浄化を続け、いわゆるイスラ

ム首長国が、シリアとイラクのムスリ

ム人口を殺戮している。特定の価

値観にとらわれない集団から生ま

れる、抑えようのない世俗主義を守

ることは、極端主義なのだろうか？

極端主義者らは、互いに反発し

あうのか？彼らは互いに連携して

いるのか？ジーハードを信棒する

者と、西洋の機密情報部との間に

は、何か関係があるのか？イスラム

首長国は、サウジアラビア、カター

ル、クエート、トルコから、どのよう

に財政援助を受けているのか？こ

れらの国々は、西洋諸国の連盟国

なのか？これだけ述べたが、実際

は、少なくとも過去10年において、

狂信（イスラム的狂信も含む）の被

害者の大半は、非狂信的なムスリ

ム人口である。

> 人の命の価値

我々は、ヨーロッパ人が、シャル

リ・エブド襲撃事件に非情な嫌悪

感を抱く様子を目の当たりにした。

しかし、ある疑問がわく。なぜ、ヨー

ロッパの人々は、シャルリ・エブド

襲撃事件と、何らかの関連のある

紛争で、多くの罪のない命が奪わ

れているにもかかわらず、シャルリ・

エブド事件の時と同じような嫌悪感

を、もしくは、それ以上の嫌悪感を

抱かないのか。事件の日に、イェ

ーメンでは、37人の若者が爆死し

た。昨年の夏、イスラエルの侵略に

よって、2000人ものパレスチナ人

の命が奪われた。そのうちの1500

人は民間人で500人は子供だっ

た。2000年以来、メキシコでは、報

道の自由を求めた102人の記者た

ちが殺害された。2014年の11月に

は、メキシコのアヨツィナパで、43

人の抗議者らが殺害された。キリ

スト文化出身のホワイト系ヨーロッ

パ人の命のほうが、その他の人達

の命よりも重いという考えは認めら

れない。そのように考えてしまうの

は、有色人種がヨーロッパから遠

くに住んでおり、ヨーロッパ人が、

彼らのことをよく知らないからだろう

か？キリスト教の隣人愛の誘導が、

そのような違いを生むのだろうか？

西洋の巨大メディアと政治指導者

は、他者に押し付けられた苦しみ

を、たわいもないものとし、むしろ、

その苦しみを招いた者の方が悪い

と思わせるだろうか？

                     （翻訳: 山元　里美）

ご意見・質問・感想等は Boaventura de 
Sousa Santos <bsantos@ces.uc.pt>までお
寄せください。



>パブリック・ソシオロジーへの 
   　　　　２つの道

　英国 イースト・ロンドン大学　ニラ・ユヴァル＝デイヴィス氏　(ISA RC 05 人種主義、ナショナリズム、
　民族間関係　会長、2002年 - 2006年と第16回世界社会学会議（ISA  2006)　プログラム・コミッティ委員）

>>

バ
ールフ・キマーリングは、1948年にル

ーマニアからイスラエルに難民として

移住してきた人である。生涯、彼は脳

性小児麻痺に苦しんだが、イスラエル

では最も良く知られた社会学者であった。それは、イス

ラエル出版に寄稿をよく載せていたからである。

   バールフと私は、ヘブライ大学の学部生時代に、共

に勉学に励んでいた間柄である。生涯、バールフは

ヘブライ大学に留まったが、私は1969年に修士課程

を修了した後に、アメリカ、そしてイギリスに移住した。

研究生時代のことだが、バールフと私はシミュエル・ア

イゼンシュタット（40年間、イスラエル社会学を支配）の

学説に挑んでいた。そのような間柄だったが、私の社

会学的手法と政治的姿勢は、バールフとは異なって

いた。20代の頃、私は非（当時は反）シオニスト派の立

場から、イスラエル国家とイスラエル社会を分析してい

た。数十年後、バールフがイスラエル・パレスチナ闘争

の体系的な研究を行なったが、彼も私と似たような考

え方をするようになった。それにもかかわらず、バール

フは自身をシオニストだと思っており、この分野で重要

なパースペクティブを築いた。一方、私は「帰属の交

差的政治性」という分野に、研究の関心を向けるように

なった。

2007年にバールフが死去した後、私はイスラエル系

パレスチナ人の中で、国際的に活躍する社会科学者

の１人として、彼の追悼会議で論考を発表した。私は

イスラエルの実存的不安、特にバールフの「アクーサリ

ム」について話した。これは、20世紀に、シオニズム運

動で覇権的立場をとっていたアシュケナジム（主にドイ

ツ系ユダヤ系人）、世俗派、労働シオニズム（シオニズ

ム運動の左派）を指す。私は、実存的不安を、イスラエ

ル特有の要因に関連づけた。入植民地時代の覇権的

マイノリティに共通するものから、「新自由主義的リスク

社会」の共通項までを論じた。その他に、イスラエルに

特化したもの、即ち、永久的な戦争社会と、イスラエル

の半世俗的レジームを脅かす救済的根本主義のユダ

ヤ性に関する特質を挙げた。
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ニラ・ユヴァル=デイヴィスはイスラエル出身である。長

年、人権擁護に携わっており、「原理主義者に反対す

る女性たち」「武闘派コンフリクト・ゾーにいる女性たち」

を含む国際ネットワークの設立者の一員である。また、

国連、NGO団体（アムネスティ・インターナショナルなど）

の多数の部署のコンサルタント業務も行なっている。研

究者としては、ジェンダー、人種主義、宗教原理主義に

関する内容を手がけており、その研究成果は国際的に

知られている。代表的な著書には『Racialized Bounda-

ries』　『Gender and Nation』　『The Politics of Belonging』

『Women against Fundamentalism』などがある。イースト・

ロンドン大学の「移民、難民、帰属研究センター」のセン

ター長も勤める。このエッセーでは、今は亡き著明な社

会学者バーフル・キマーリングとの思い出を綴りながら、

彼と私がどのようにパブリック・ソシオロジーに取り組んだ

かを述べた上で、それぞれの手法の違いを明らかにす

る。



驚いたことに、私が論じたことは、会場で肯定的に受

け入れられた。私が、過去に行なった分析への反応と

は全く異なった。（会場には過激な内容を述べた登壇

者に挑む者はいなかった。しかし、５年経っても、我々

の論文は刊行されていない。主催団体ファン・リール協

会の抵抗があるのは明らかである）。

私は、バールフの自伝1を勧めたいと思っている。こ

の本には、彼の機知がみられ、そして知に対する彼の

誠実さがみられる。この本を読むことで、読者はイスラ

エル・パレスチナ闘争に関する理解を深められよう。一

方、パブリック・ソシオロジーについての捉え方の違い

も浮き彫りになっている。ここでは、２点にだけ焦点を

あてる。

> パブリック・ソシオロジーとプロフェッショナル・ソシオ

ロジー

バル―フは、パブリック・ジャーナリストとしての役割

と、プロの学術研究者としての役割を区別すると言っ

ている。この主張には、ドナ・ハラウェイが「どこからでも

なく、全てを見ている神のいたずら」と言っていたウェ

ーバー学派としての信念が流れているように見受けら

れる。対照的に、私は「状況化された知」と「状況化さ

れた想像力」を論じ、フェミニスト理論家やマルクス学

派、反人種主義、知の社会学におけるラディカルの伝

統に則った形で議論をすすめた。相対的な立場とい

うよりは、私は各々の立場が世界観に影響すると考え

る。この立場とは、その人の社会的位置、アイデンティ

ティ、規範的な価値体系と、何か１つに集約できるもの

ではない。しかし、その人の経験、慣習、特定の構造、

プロセス上の制約の影響を受けるので、（固定化され

ず）流動的で反駁的なものである。「真実」の知とは、

相互間プロセスで言説を形成することに似ている。そ

のプロセスとは、特定の時空的文脈において、多くの「

状況化された視線」が関わっている。

私が、バールフの「政治」と「職業」の二項対立を理解

できない理由として、認識論的な意味ではなく、私自

身の社会学者、政治的な活動家としての経験を基に

述べている。つまり、２つのモードが、互いを批判的に

考察することで、双方を育むことに気付いたからであ

る。１つ目は、草の根政治のアクティヴィズムが「状況

化された知」をよく理解することに役立つことである。も

う１つは、理論と実践研究は、アイデンティティ・ポリテ

ィックスの論争に見られる粗野な視座に挑み、物事の

考え方を精査するために重要である。

また、特定の研究者達が、特定の研究プロジェクトに

取組み、その研究成果を世間に広めていることを考え

れば、学者の政治的側面と、職業的側面との線引きは

恣意的に思える。

バールフが一般社会に関わり始めたのは、執拗な没

頭と、相互の洞察という、いつものパターンが見られ

る。これは、彼がイスラエル・パレスチナ闘争を研究し

ようと決めた時、つまり1969年に、ヘブライ大学の学生

食堂の爆破事件にまで遡る。しかし、私はバールフが

「科学的」仕事の直感力ではなく、政治的な仕事の直

感力に頼っていたと言う言葉は信じない。なぜなら、バ

ールフ自身が、クーンのパラダイム・シフト理論につい

て取り上げた時に、全てのデータには選択性が見られ

ると述べていたからである。バールフの不満を、私が

ここで代弁したい。一般大衆が、バールフの社会学の

仕事に目を向け始めたのは、彼の仕事の質を評価し

たからではない。一般大衆は、バールフの短い政治記

事を読むまでは、彼の社会学の業績には興味を抱か

なかった。

バールフの知のパラダイムのシフトと、彼のイスラエ

ル・パレスチナ社会に関する理解力について、私は第

二の問題を提起する。バールフのパブリック・ソシオロ

ージーのモードには、前提条件として、彼の「中核の

周縁」という立場が関係している。
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>>

1939年に、ハンガリー人
母 と ロ ー マ ニ ア 人 の 父
のもとに生まれる。ユダ
ヤ 人 大 虐 殺 か ら 逃 れ た
後、バールフの家族はイ
スラエルに移住し、そこ
でバ―ルフは育った。エ
ルサレムのヘブライ大学
で社会学を学んだ。ヘブ

ライ大学で研究生活を営み、教鞭をとった。1969
年、ヘブライ大学の学生食堂が爆破されたことを
切っ掛けに、イスラエル・パレスチナ闘争の根源、
歴史、現実を研究し始め、イスラエル人の言説と
は異なるアプローチ法を発展させた。イスラエル
政策に対する歯に衣を着せぬ物言いから、彼は
非難にさらされた。執筆活動や教育を通じて、彼
はイスラエルの世論が、市民を差別することなく受
け入れる真の民主主義国家に賛同し、軍事侵略
を非難し、妥協案と人道的な手法で平和を求め
るようになることに尽力を注いでいた。2007年に、
バールフ・キマーリングは逝去した。彼は生涯、
自分の価値観と考えに忠実で、イスラエルの将
来を憂いていた。著書には、Zionism and Terri-
tory: The Socioterritorial Dimensions of Zion-
ist Politics (1983)、The Invention and Decline 
of Israeliness: State, Culture and Military in 
Israel (2001)、『ポリティサイド―アリエル・シャロ
ンの対パレスチナ戦争』(訳: 脇浜義明、拓殖書房
新社、2004年)(原題: Politicide: Sharon’s War 
Against the Palestinians, 2003)がある。
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   > パブリック・ソシオロジーの社会的位置の役割

徹底した、省察的かつ誠実な形で、バールフは、イ

スラエルで最古の新聞『ハアレツ』に最初の記事を載

せた。これは、サブリ・ジリスの本『イスラエルのアラブ

人』 (The Arabs in Israel)に対する徹底した攻撃であ

ったと、彼は述べている。後になって、バールフはサブ

リの本の内容が正しかったことを認めた。さらにバール

フは、サブリが歴史資料にアクセスできない状況だっ

たためか、イスラエル系パレスチナ人が支配され、土

地を没収されていた事案（不正義と規模の大きさ）を、

サブリが過小評価していたことにも気付いた。バールフ

は、イアン・ラスティックの著書『ユダや国家のアラブ人』

(Arabs in the Jewish State)の中でも似たような変化に気

付いた。後に、バールフはこの本を高く評価している。

（バールフは自伝の中で述べていないが、私の共著『

イスラエルとパレスチナ人』(Israel and the Palestinians)

が1975年に刊行した時、彼は心配している友人の１人

として、私の研究・教育業績表の中に、この本を入れ

ないようにとアドバイスをくれた。この本に編纂された論

文、自分の論文も含めてだが、バールフの晩年の著作

の内容に通じている。）

長い年月をかけて、バールフは、自らの視点で、イス

ラエル社会とパレスチナ社会に関する自分の理解力

を再評価した。彼は素晴らしいパブリック・ソシオロジス

トになった。彼の著作物は、イスラエルの幅広い世論

に多大な影響を及ぼした。私自身も、さまざまな問題

の理解力が高まり、年月かけて、自分の考え方も変化

した。バールフのように、このような変化が死ぬまで続

くことを願う。しかし、バールフの主張の中で、２点を問

題として取り上げたい。

１つ目は、バールフは自分だけの力で自分のパース

ペクティブを築き、自分の力だけで理解力を増強させ

たという点である。実際は、他の研究者と仕事する中

で、長時間に渡り議論を交わしただろう。しかし、彼は

他の研究者の影響は一切受けていないとしている。対

話なくして、自己と知識を構築することは、知識と(アカ

デミックな)姿勢の習得過程を、ゆがめて伝えているよ

うに、私には思える。皮肉なことに、このような考え方

は、パブリック・ソシオロジーの存在理由を弱めることに

なる。なぜなら、パブリック・ソシオロジーとは、既存の

分析・事実に代わる新しいものを提示することだからで

ある。

第２に、バールフは自分がパブリック・ソシオロジスト

になれた理由として、周縁部の他の人達とは違い「（イ

スラエル社会の）中枢の一員」として信用されていたか

らだと述べている。言い換えると、エリート層の目から

みると、彼は「公認」さた存在だったのである。バール

フは、そのおかげで、主要なイスラエルの大手出版社

から著作物を発刊する（確かにそうだが）ことができた

と述べている。バールフと似たような分析をする者は（

過激派の社会主義者らや反シオニズム団体「マツペ

ン」のメンバーなど）公の場で目にする機会がなかっ

た。なぜなら、彼らの視点はエリート層に認められてい

なかったからである。パブリック・ソシオロジストとしての

影響力を持つには、この公認性が前提条件であると、

バールフは述べている。

バールフは「支配者層の一員」として、たまたま受け

入れられたのは、ジリスとラスティックの著書を常に批

判し続けていたからだと述べている。しかし、彼は後に

彼らの分析を高く評価している。これは、理論的・政治

的な疑問を生じさせる。その疑問とは、ある人が、ある

集団に何らかの影響力を及ぼすには、その集団の中

で社会資本を形成する前に、その集団の一員として自

らを「証明」しなければならないのか？つまり、社会資

本を蓄積する過程において、自分が後に支持する要

因そのものを、（集団の一員として受け入れてもらうた

めに）当初は、（その要因そのものを）密かにしなけれ

ばならないのならば、人はどのような行動をとるのか？2 

この質問の答えは簡単ではない。現在のイスラエル

社会と政治の状態を鑑みれば（世界の他の地域でも

言えることだが）、グラムシが言うところの、希望の政治

性（意志の楽観主義と知の悲観主義）に頼ろうとして

も、絶望を感じる。バールフは、周縁というよりは中核

から、（イスラエル）社会の変化を始めたかもしれない

が、彼もまた不満と絶望を感じるようになっていた。『グ

ローバル・ダイアログ』の読者から、パブリック・ソシオ

ロジストについての考えを聞きたい。パブリッック・イン

テレクチャルは、社会に変化をもたらすような社会的

位置にいなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　(翻訳: 山元　里美）

ご意見・感想・質問等は Nira Yuval-Davis <n.yuval-davis@uel.ac.uk>までお
寄せください。
1 Kimmerling B. (2013) Marginal at the Centre: The Life Story of a Public Sociologist. 
New York and Oxford: Berghahn Books, translated by Diana Kimmerling. 
2 我々のように「公認されていない」周縁部の者の多くは２つのことを行なう。一つは、イ

スラエルが抱える（大体、不人気だが）さまざまな課題の活動・運動に、パブリック・アク

ティヴィストとして参加し、パレスチナ人とアラブ人（我々と似たような価値観のある）との

対話を設け、双方の団結を促すことである。もう１つは、イスラエル・中近東以外の地域

の社会主義者と人権擁護家と連携し、イスラエルを支持する国際世論と政府に働きか

けることである。



>>

>深くかかわる生活

イッサ・シブジ

イ
ッサ・シブジは、ポスト植民地主義時代の
アフリカにおける偉大なパブリック・インテ
レクチャルの１人である。ダルエスサラーム
大学(1967-1970)で法学を学び、社会学者

のジョヴァンニ・アリギ、イマニュエル・ウォラースタイン、
ジョン・サウルという左派の学者が、社会学界で活躍す
る最中に成長した。象牙の塔であった大学を変えようと
して、偉大な社会学者らは、世界中から集まった。不安
定な学生の立場でありながら、シブジはタンザニアの初
代大統領ジュリウス・ニエレレのウジャンマー政権にお
ける社会主義政策に挑み始めた。初期の頃、シブジは
『沈黙の階級闘争』(The Silent Class Struggle)という本
を執筆した。この本の内容は、高く評価され、論議の場
を幅広く提供した。彼は本の中で、アフリカにおける新

しい植民地主義の政治性が、象徴、または象徴されて
いない社会勢力について述べた。ロンドン・スクール・
オブ・エコノミクスと、ダルエスサラーム大学で学位を取
得した後、ダルエスサラーム大学法学部の教員に着任
し、2006年に定年退職を迎えるまで大学に在職してい
た。その時代に、彼は土地改革と憲法（制定、改正）に
尽力を注ぐ著名人となった。彼は、1980年代にタンザ
ニアが新自由主義経済体制に転換し、大学の民営化
を始めた時に率直な発言をした（ことで知られる）。しか
し、その政治動乱を、彼は乗り切った。2008年に、大学
を公開討論の中心の場として復活させたことを讃えら
れ、ジュリウス・ニエレレ・パン・アフリカ研究学科長賞
を授与した。シブジ教授は、数多くの若手研究者に影
響を与えた。例えば、このインタビューを行なった政治
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イッサ・シブジ氏へのインタビュー



学の講師サバト・ニャムセンダなどである。シブジ教授
は、2006年に南アフリカのダーバンでISA世界国際会議
が開催された時にも、積極的に会議の活動に参加した。 
 
サバド:1967年に、ダルエスサラーム大学で（ムリマニ、ま
たはザ・ヒル(丘)としても知られていますが）法学部の学
生として入学し、卒業後に法学部の教員として採用され
ています。そして、36年間、在職されました。あなたの同
僚は、革新的な大学に異動されたのに、なぜ、あなたは
ダルエスサラーム大学に残ったのですか？

シブジ: 確かに、同僚らは他の組織に異動しました。ナシ
ョナル・サービス・オフィス、 政党、そして軍隊に異動した
人もいます。あとで気が付きましたが、単純に聞こえるか
もしれませんが、実は仲間同士で決めたのです。誰がど
の組織に行くのがよいかということを。仲間の考えで、私
も同意したのですが、革新的な知的作業と、イデオロギ
ー的作業をするために、私は大学に残るべきだと考えた
のです。
　実際に、大学は革新的な考え方を広めるために必要な
スペースを、つまり、革新的で、知的な仲間を集めて、活
動する場所を提供してくれました。当時、帝国主義システ
ムに関する深い理解力と、ナショナリストの全体像に関す
る理解力を兼ね備えることで、急進的な若手研究者を育
成することに役立ちました。若手の多くは、中学校、高等
学校の教員になり、さらに革新的な考え方と実践を押し
進めました。
　私は自分のキャリアを、この大学で過ごしたことに後悔
していません。

サバド:ご著書の『アフリカ周縁部の蓄積』(Accumulation 
in an African Periphery)の中で、アフリカの国々における
ポスト植民地主義の経験を分割して書かれていてます。
特に、タンザニアを３つの時期に分けています。１つ目が
ナショナリスト時代 (1960年代から1970年代)、２つ目が転
機(1980年代)、３つ目が新自由主義時代(1990年代から
現在)です。どのような影響を、ダルエスサラーム大学に
及ぼしましたか？

シブジ:大学は社会環境の中に存在しているので、その
環境の変化の影響を受けるのは当然です。1980年代
は、我々の国だけでなく、アフリカ全土にとって非常に重
要な時期でした。大学は資源に飢える一方、新自由主
義経済計画によってイデオロギー的仕事やアカデミック
な仕事は、絶え間なく猛撃にさらされました。同僚の多く
は、アフリカ南部（レソト、ボツワナ、スワジランド、そして
後に南アメリカ、ナンビア）の大学に異動しました。

　しかし、大学に残る者もいました。革命的で、国粋主義
的な熱のある20年という年月の中で、革新的な考えを吸
収したラディカルな若手研究者達と、私です。彼らは良い
仕事を続けています。例えば、1983年と1984年の「偉大
の（最大の）」憲法論争で、反独裁主義、反国家統制主義
の立場を貫き、知識人を誘導したのです。もちろん、さま
ざまな傾向がみられました。自由民主主義、人権、連立
政党を最終目標とし、本質的な改革主義的な改革を要求
するというものです。それから、少数の意見としては、民主

主義への闘争を、独自の階級行動と捉えたのです。これ
を革命的改革と呼びました。例を挙げてみましょう。改革
主義者たちは、連立政党を即座に設立することを要求し
ましたが、革命主義者たちは、まず政党と国家の分離を
要求し、それから、ポスト独立期に蓄えた知識を国家論争
に加えることで、論争そのものを延長し、新たに全国的な
コンセンサスを築こうとしたのです。

ナショナリスト時代から新自由主義時代への移行期の
ダルエスサラーム大学では、論争とイデオロギー的な闘
争が盛んに行なわれてました。残念なことに、これは第3
期の政府の時に終わってしまいました。新自由主義その
ものが、国内で（政策として）確固なものとなり、大学の職
業化と民営化が勢いを増したからです。

サバド:2008年に、あなたは在職者としては最初のパン・
アフリカ研究ムワリム・ニエレレ教授学科長(スワヒリ語では
キゴダとして知られている)に任命されました。その後すぐ
に、あなたは「ニエレレの遺産を受け継ぐこと」は「光栄」で
あると言われました。ご著書の中で、ニエレレがマルクス
主義と下層からの闘争を猛烈に反対したことを書かれて
いるのですが、あなたはニエレレの遺産のうちのどれを指
しているのですか？

シブジ:ニエレレは過激な国粋主義者でした。彼は汎ア
フリカ支持者で、広い意味で反帝国主義者でした。確か
に、彼の反帝国主義観は、ンクルマと同じように、政治経
済に対して過激な捉え方をしていないかもしれません。し
かし、彼は国民の幸福を第一に考える政治的立場を貫き
ました。彼の反帝国主義的な政治姿勢を支持することは
できますし、彼のナショナリズムは革新的でした。

　彼の後に続く新自由主義的な政治階級と比べてみまし
ょう。この階級が我々の社会で作った大混乱も比べてみ
ましょう。マルクス主義者でさえも、革新主義を嘆き悲しん
でいます。彼らは、ニエレレの遺産を思い起こすことなく、
それを現在の強欲な資本主義の局面に対抗するイデオ
ロギー的な手段として活用することもありません。

　ニエレレはマルクス主義者でなく、そのように取り繕うこ
ともしませんでした。マルクス自身も、粗悪なマルクス主
義者に出会った時は「私はマルクス主義者ではない！」
と叫ぶでしょう。

　ニエレレが国家元首として、下層からの闘争に立ち向
かったのは事実です。しかし、だからと言って、革新主義
の人達が、ニエレレの革新主義的な遺産と、その矛盾点
から学んではいけないのでしょうか？友よ、マルクス主義
者とは純正主義者ではないのです。政治的な人物なの
です！

サバド: ニエレレの「矛盾点」とおっしゃいましたが、どうい
う意味で使っているのでしょうか？

IS:ムワリム（先生という意味だが、ここではニエレレを指
す。ニエレレは、終生、この愛称で親しまれていた）の逸
話を述べることぐらいしか思いつきません。1978年に、
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学生が国家に反対するデモ活動を行った理由で、彼ら
はダルエスサラーム大学から追放されました。その数カ
月後、ムワリムは大学のキャンパスを訪れました。ある学
生が勇気をだして、ムワリムが取った行動に対して、こ
のように言いました。「ムワリム、あなたは民主主義を語り
ますが、我々が民主主義のためにデモ行動を起こした
ら、FFU(野戦部隊。違法なデモや暴動を取り締まる特
殊部隊)を送り込み、我々を抑圧したじゃないですか！」
ムワリムは学生を凝視し答えました。「何を期待してるん
だ？私は国家元首だ。暴力を専売特許としている組織
を取り締まる立場だ。もし君が、路上で暴動を起こせば、
当然、私はFFUを送り込む。しかし、その事で、君は民主
主義への闘いを止めるのか？民主主義とは、誰かにお
膳立てされて得られるものではない！」［直接引用ではな
い］

　そして、我々は拍手しました。ムワリムは二兎追って両方
とも射止めたのですよ！

サバド:イランの革命的知識人アリ・シャリアティは、かつ
て大学を「無敵な防備要塞」と呼び、その主な任務として
は、企業向けの知的な奴隷を輩出することだと言いまし
た。パン・アフリカ研究プログラムは、ダルエスサラーム大
学の「要塞」の門を開けることができましたか？そして、大
衆と知識人を連携させることができましたか？もし、できた
としたら、どのようにしたのですか？

シブジ:私がパン・アフリカ研究プログラムが大学の「要
塞」の門を開けることができたと主張するのは馬鹿げてい
るでしょう。アルチュセール派の言葉を借りれば、大学は
イデオロギー的国家機関の一部なのです。そこで支配的
な知識人らは、紛れもなく支配的イデオロギーの基盤と
なる知識の生産者であり、伝道者でもあるのです。

　しかし、知の生産工程の特質として、さまざまなアイデ
アの衝突はあります。これによって、支配的な見方ではな
く、先行きを検討するスペースが生まれるのです。言うま
でもなく、そのようなスペースが生まれるには限界があり
ます。過度期になると、そのようなスペースでさえも抑圧さ
れます。そして、全ての闘争にみられるように、このような
知識人の闘争を進めるには、独りよがりになってはいけま
せん。

　パン・アフリカ研究プログラムでは、これらの全てを試み
ました。これ以上はありません。おそらく、知識人を熱くす
ることはできたと思います。多分、若手研究者と大衆の信
用を得ることもできたでしょう。また、ザ・ヒルの革新的な
古文書を発掘することもできたと思います。限界があった
としても、私の任期が終わる頃には、そのような限界も露
わになりました。

　人は自分が置かれた状況の中で、実行できることは限
られています。E.Hカー（プレハーノフの後で、マルクスの
前だが）だったと思いますが、人は歴史と作る時に、自分
の置かれた状況を選ぼうと思って、選んでいるわけでは
ないと言っています。

サバド: かつてニエレレは、被抑圧者に金銭を武器に遣う
なと言いました。しかし、今日では、知識人のプロジェクト
の中枢には、金銭が関わっています。金なしでは、何もで
きません。最も革新的な組織でさえ、資金を得るために資
本主義の組織の前に、跪かざるをえないのを実感してい
ます。パン・アフリカ研究プログラムは、どのように活動家
を賄ったのでしょうか？

シブジ:はい、金、そのための寄付金、知識人のプロジェ
クトを駆り立てる役割があります。間違いなく、パン・アフ
リカ研究プログラムも資金源の問題に直面しましたが、当
初からある指針を打ち出しました。まず、全ての事務費
用、これには学科長と秘書の給与も含まれますが、大学
の普通予算から支出します。次に、海外の寄付団体から
の助成金は受け付けません。第３に、国内の公的機関、
または友好的なアフリカのインテリ組織の助成金を貰っ
たとしても、しがらみがないこと。最後に、今後の活動課
題は、組織全体で厳密に取り決めることなどです。

　簡単ではなかったですが、予算を控えめにすること、仕
事のほとんどをボランティアにすること、倹約的に資金を
遣うことで、我々はやり遂げました。

サバド:現在、大学を退職されてますが、今後、取り組もう
とされている課題は何ですか？

シブジ:大学にいる時は、２人の同僚とともに、サイダ・ヤ
ーヤ=オタマン教授と、ングワンザ・カマタ博士ですが、ニ
エレレ先生の伝記の決定版を執筆することを始めました。
これはタンザニア科学技術委員会によって支援されてい
ます。我々は、ほぼ調査を終えました。この種の調査を完
全に終えることができるかは疑問ですが、本の執筆を始
めました。

重要な成果の１つとして、ニエレレ・リソース・センター（
以下、NRC)の設立が挙げられます。NRCでは、我々が集
めた文書が収められ、研究者が利用できる状態にしてあ
ります。NRCの近隣では、戦略的な考え方の推進と、議論
の場を提供する目的で、さまざまな活動を催します。今年
から活動を始めようと考えています。タンザニアとアフリカ
大陸が直面する多くの重要な問題を議論する場になれば
よいなと思っています。

私は、新自由主義的なNGO主義や、政策に特化した
コンサルタント文化、つまり「考えないで動くだけ」というこ
とですが、物事の予測ばかりすることは、知的思考力に
悪影響を及ぼすと考えています。その結果、我々は世
界を分析し理解することを放棄しています。世界をよく理
解しないと、我々は世界をよくすることができません。そ
のために、長期的展望で歴史を捉えなければなりませ
ん。NRCによって、全体的かつ長期的な考え方を復活さ
せることを望んでいます。
                                                     (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Sabatho Nyamsenda <sany7th@yahoo.
com> と Issa Shivji <issashivji@gmail.com>までお寄せください。

mailto:sany7th%40yahoo.com?subject=
mailto:sany7th%40yahoo.com?subject=
mailto:issashivji@gmail.com


>>

>資本主義 vs. 
 　　　気候正義

                                                                    米国カリフォルニア大学バークレー校　ハーバート・ドセナ氏 
                                                                     (ISA RC 44 労働運動の会員)

リマの国連気候変動サミットでの「母なる大地

を守るためのピープルズ・マーチ」。世界中

から活動家が参集。 「気候でなく、システム

を変えろ！」写真:ハーバート・ドセナ

1
972年に国連初の環境会

議がストックホルムで開催さ

れた時からの慣習となった

が、2014年12月に、もう一

度、新たな（既存とは別の）「ピープ

ルズ・サミット」が開催された。この時

には、世界中から何千人もの人々が

集結した。先の、国連気候変動枠組

条約締約国会議での軍事キャンプ

の中で、何百もの国家代表者が会

合を行なう一方、国連環境会議の出

席者はペルーのリマ市の道路でデ

モ行進を行なった。

  ピープルズ・サミットからの呼びかけ

は、いつものとおり、色々であった。「

気候変化を真剣に考えた法律が必

要！」や「講演は不要、動け！」とい

うカラフルなプラカードを掲げる者も

いた。デモ行進をする者と、14キロ離

れた場所で公式会議に出席している

者との間に、何らかの調和を見出せ

るのではないかという淡い期待が、

このプラカードに託されていた。それ

は、公式会議に出世している国家代

表者が「真剣に考えた気候変化に関

する法律」を、実際の既存システムの

中で通過させることができる人達だ

からである。

しかし、私がよく耳にしたのは「気

候ではく（政治・経済）システムを変

えろ！」に続き「地球を資本主義から

守れ！」「資本主義者よ、人殺し！」

「COP、補食者の巣」というものであ

った。確かに、この要求はデモ行進

の中央のバナーに書かれている。こ

の背後には、要求する者と、要求さ

れる者との間に敵意が芽生えている

ことを示している。そして、要求され

る者の力では、既存の（政治・経済）

体制では「地球を守る」ことができて

いない。

近年「システム変化」の要求は、世

界中で声高に言われている。昨年の

9月には、ニューヨークで400,000人

によるデモ行進があり、2013年ワルシ
>>
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ャワ国連サミットでは小規模なデモが

あり、2010年コカバンバでは気候変

動に関する空前の世界社会運動会

議が開催された。2009年のコペンハ

ーゲン・サミットでも「システム変化」

が求められ、ボリビアの自称社会主

義者エヴォ・モラレス大統領による国

連サミットの中も同じである。 

  幾分、リマで重要だったのは、国連

会議が開催される時に、南アメリカ

での好戦状態が高まりへの反響であ

る。しかし、リマ以外でも見られること

は、世界中の人々の意識とアイデン

ティティに変化があることを示してい

る。また、世界のエコロジー危機に

おける社会権力の中での均衡力の

変化もみられる。世界の支配層が強

い力を行使することが不可能となり

つつある。つまり、人々が世界をどの

ように傍観して、自らをカテゴライズ

する類型を作り、それを議論の用語

と言語として設定することである。

　結局、少なくとも1970年代以降、
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国家関係者、企業関係者、知識人

は、時折、衝突することもあるが、異

なる方法で、（一般大衆の）システム

を変化させたいという要求に対して、

思いもよらず、言い表せないような形

で、懸命に実施してきた。彼らは、ま

ず世界の支配者層を「人民」の利害

と、調和的地球の「救出者」、資本主

義社会の中の危機を解決できる集

団と象徴する世界観やイデオロギー

を広めることで（世論を）変えようとし

た。

  支配者層は、突然、思いもよらぬ過

激な環境運動（「資本主義」が世界

環境問題の原因であるとして、実際

には支配者層の覇権、または全体の

利益のために行なうという主張を疑

問視する）の興りに直面したことで、

いわゆる「世界環境変化」の分析家

が見落としがちな闘争に関与するこ

ととなった。つまり、この「変化」の意

味をどのように理解し、言い表すかと

いうことである。

　OECD、世界銀行、国連、NGO団

体、世界市民社会団体による知識

生産の装置（ある種の知識を組織的

に輩出すること）によって、20年間に

渡り、過激な環境運動家の批判と対

決し、その批判を受け入れて偏向さ

せようとした。どのような手法を用い

たかというと、全システムの失敗では

なく、「市場の失敗」「既得権利」、ま

たは化石燃料産業などがエコロジー

危機を招いたとする「持続可能な開

発」「エコロジー的近代化」という言

説を作り、（世間に）広め始めた。こ

の中で、支配者層は、資本との、慈

悲深く責任感のある「パートーナー」

として描かれた。社会階級ごとでは

なく、国ごとに計算された温室効果

ガス排出量から、大気汚染者を罰す

るのではなく、逆に誘惑するという方

法など、支配者層は、制度化された

毎日の慣習の中で、人々の心に「シ

ステムに問題はなく、資本は敵では

ない」という共通観念を植え付けよう

とした。

つまり、世界エリート層は、過激派

の運動によって広められた考えに対

抗し、過激派が火をともした（エリート

層に対する大衆の）敵意を鎮めるた

めに、大衆の「常識」を変え、世界文

化を作り上げようとしている。そして、

これは大いに成功した。資本主義

覇権体制を揺るがしたことがあり、か

つては力のあった過激な環境運動

は、1970年代と1980年代頃から周縁

に追いやられた。世界エリート層は

「システム変化」を求めた人々を、狂

信的な過激派と思い描かせることに

成功した。確かに「システム変化」よ

りも大災害（黙示、啓示）を想像する

ほうが容易だった。

　しかし、リマと他の国々では、ベスト

セラー作家ナオミ・クライン氏、フラン

シス教皇などの著名人を含む多くの

人々が、再び資本主義と気候変動と

の関係を明らかにし始めている。資

本家らを容赦ない「捕食者」とカテゴ

リー化し「組織の代替」を構想してい

る。これらは、覇権者が、世界にお

ける過激な反ヘゲモニー運動の興り

を、抑圧の失敗を示している。

しかし、今までにおいて、リマの国

連会議の成果でみられるように、この

運動は、エコロジー危機の「解決」を

支配者層が好む形で押し進めようと

することを制止できるほど強力ではな

い。

なぜなら、支配者層は環境危機が

システムそのものに深く関係してい

ることを否定するからである。視野の

狭い国家・企業関係者らは、危機そ

のものを否定し、若干の改革でさえ

も反対する。資本主義体制の先頭

にたつ者は、OECD、世界銀行、大

学、政策立案部署なので、自らの見

地から世界経済を管理しようとする。

このような指導者たちは、実際に過

激派環境活動家らのスローガンを、

真剣に受け止めている。「システム

を変える」ことに、尽力を注いでいる

が、根本は変えないようにしている。

環境危機と過激な運動に脅された

ために、優れた先見の明のある知識

人らは、支配者階級と手を結び、過

去30年間、資本による自然の剥奪を

「規制」または「計画（的に利用）」す

るための「世界環境管理」という形態

を着手する上での最良の方法を議

論し、そして探し求めていた。

過去5年間、多くは（全てではない

が、ほとんどが先進国）共通の方法

で同意した。つまり、世界自由経済

規制によって「エコロジー的近代化」

というアプローチ法をとることである。

　その「解決法」としては、(1) 全ての

政府が世界における温室効果ガス

の全排出量の減少を義務づけるの

だが、最終的には、政府独自で具体

的な排出量を、どのような手法で、ど

の程度減少するかを決められる基準

と(2)資本でもって「低炭素」投資と技

術への移行を誘発させ、目標達成の

ための「費用効果の高い」解決法を

見つけさせるために、「炭素を高騰さ

せる」（炭素、税金、などの）ことで市

場操作をすることが挙げられる。

確かに、この解決法の支持者は、

グローバルエリート層から完全な同

意を得ることに成功していない。グロ

ーバル・サウス（世界の南部。発展

途上国を指す）からの反対もある。そ

の理由としては、母国の政権から同

意を得ることができるかは、グローバ

ル・ノース（世界の北部。先進諸国を

指す）からの認可が得られるかにか

かっているからである。発展途上国

における大多数の指導者らは、「社

会民主的な」世界規制によるオルタ

ナティブ・エコロジー的近代化を推

進してきた。この解決方法では、国

際機構と連携することで、国家全体

で、世界的な温室効果ガス排出量

に上限を決め、世界各地で再分配

する政策である。その具体的な手法

としては、目標到達を市場原理にま

かせるのではなく、温室効果ガス排

出量を減少することと、発展途上国

に資源を移転するようすることを、政

府を相手に説得することである。

しかし、発展途上国の政府は、組

織の弱さや組織内部でみられる対

立から、未だに、先進諸国によって

提案された、市場による解決方法を

阻止し、発展途上国独自の世界的

解決方法を、先進諸国にも支持す

るように説得できていない。または、

そうするつもりもない。先進諸国との

>>
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交渉中に経験した苦い抗争から、南

の指導者の多くは、最終的に目標に

同意した。つまり、根本は変えずに

システムを変えるという目標である。

その結果として、先進諸国の高官

は、世界自由主義的規制に沿って、

天候変動に関する新たな国際的合

意を、徐々に全面に打ち出し始めて

いる。この規制(パリ合意のこと）は、

来年パリで署名され、2020年に施行

される。しかし、この合意によって、

壊滅的な天候変動を制止できるほ

ど温室効果ガス排出量を大幅に引

き下げるとか、この現象に対応する

ための資源を提供することはないよ

うである。そのため、天候の混沌と、

野蛮という新たな時代へ突入してい

る。

しかし、希望もある。やはり、支配的

な連合（先進諸国のこと）がこの解決

方法を強制できるかは、（発展途上

国からの）抵抗を偏向することを続け

られるかによる。つまり、先進諸国が

（発展途上国の）「パートナー」として

表明し続けられるかによる。今度は、

共通の利益を促進していること、既

存の秩序のもとで、危機を解決でき

ること、先進諸国が他者を説得でき

るかに、その動向はかかっている。

物質・資源を犠牲にせねばならず、

これは覇権国にとっては、取り組み

たくない、または実行が不可能なこ

とである。支配集団が、覇権的な主

張を支える手立てを損なったというこ

とは、さらなる迷い、怒り、不安を生

み出す。リマ会議の講演を「（抗議を

表すために）退席した」穏健な環境

運動家の集団と、公式会議の参加

者は「天候変動に真剣に取り組む

法案」を通過させられないという事実

(1972年の環境運動家は既に気付

いていたことだが)を、一般大衆が気

付き始めていることから、覇権国の

危機を見ることがでる。

しかし、この覇権の危機が、支配者

層が天候変動に何の対処もしない

姿勢を、反対するために必要な社

会的勢力を動員するかは、即ち迷

いと不安が活発な抗議活動へと変

換するかは明らかではない。そのほ

とんどは、長期に渡る緊張を上手く

緩和できるかによる。即ち、分散した

政治風潮の中から、多くの人々を路

上に（デモ行進を行なうために）引き

つける目標と、「常識」と主体性を改

めて作り直す目標との間の緊迫・不

安である。この２つの目標は、合致

することはなかった。なぜなら、幅広

い連携を築くというのは、「底辺」に

合わせるべきとの圧力が生じること、

既知の信条・信念に迎合すること、

「常識」という言葉（支配者層の主張

に挑むのではなく、その主張を増強

する言葉）を話すことを指すからであ

る。

必要とされるのは、大衆を疎外する

ことなく、深く固定化された類型、当

然と考えられた世界観、自分の社会

状況をシステムに投影することを駆り

立てるビジョンを攻撃することに尻込

みしない戦略である。これには、パリ

会議が始まる前ではなく、パリ会議の

終了後に、世界のエリート層が地球

を救済する知恵と慈悲を「大衆」が期

待しているという考えそのものを、拒

否するために「大きなデモ行進」を計

画する必要があろう。天候危機を、

国ではなく階級の視点から考える。

つまり、一見革新的に聞こえる解決

法をも疑うことを要するだろう。例え

ば、国ごとの「炭素予算」を分割する

提案があるが、これを実行するには、

革新的・社会主義的な政府が、炭素

燃料を抽出することに頼らない道を

受け入れることが必要だろう。

   「システムを変えよう！」を議題にす

ることに成功したので、今度の課題と

して考えられるのは「組織のオルタナ

ティブ」と「具体的な空想」を詳細に

説明することである。

                           (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Herbert Docena 
<herbertdocena@gmail.com>までお寄せ
ください。

ここ数年、最も武闘的な気候変動デモ行進が

みられる中、さまざまな政治的バックグラウン

ドのある人々が、リマのダウンタウンに集結。

写真: ハーバート・ドセナ



>>

>パブリック・ソシオロジーの

     実践方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カナダ　アルバータ大学　アリアーヌ・ハネマイヤー氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カナダ　ウィルフリッド・ローリエ大学　クリストファー・シュナイダー氏

アリアーヌ・ハネマイヤーとクリストファー・シュナイダーはパブリック・ソシ

オロジーの実験を試みる。 写真: アリアーヌ・ハネマイヤー

パ
ブリック・ソシオロジーの前提は、一般

大衆を相互教育の対話に引き込むこ

とである。パブリック・ソシオロジーを実

践するには、心の踊るような方法がた

くさんある。この短い評論の中で、２つの「アナログ版」

のパブリック・ソシオロジーを紹介する（「デジタル版」

の例については、ISAの「パブリック・ソシオロジー、ライ

ブ！」(Public Sociology, Live!)か「eパブリック・ソシオロ

ジー」(e-public sociology)を参照）。まず１つ目の実践

方法だが、社会学版の「哲学者のカフェ」を作ったこと

である。これを「日曜日の社会学者」と呼ぼう。これをベ

ースに、２つ目の実践方法として、大学の授業科目と

しての取組みを挙げる。これは、地元のコーヒーハウス

での集まった「日曜日の社会学者」で練った内容をベ

ースに作った授業である。コーヒーハウスは、または、

時折「一円大学」と呼ばれるのだが、歴史的に、学生、

商人、知識人との間で対話がなされる重要な社交場

であった。

「一円大学」に感銘を受けて、考え方の異なる人々

を結びつける場になることを願いつつ、2009年に日曜

日の社会学者(www.sundaysociologist.com)という有志

グループを立ち上げた。毎月、カナダのブリティッシ

ュ・コロンビア州のケロウナの中心部のコーヒーショッ
>>
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プに、皆が重要と思われる事項（全国ニュース、ウィル

スビデオ、政治政策など）を議論するために、地域住

民、大学教員、学生を招いた。この会合の目的は、さ

まざまな人達と接すること、世界的に重要と思われる

事項について意見交換することで、互いの意見から学

び合うことである。意見交換を通して、充実した議論が

生まれた。この議論を通して、大学の教室では、我々

が知ることのできない重要な問題（私的・公的に関わら

ず）に目を向けさせてくれた。我々がプロの社会学者と

して成長する上で役立った。

　毎月第２日曜日の夕方に「日曜日の社会学者」でミ

ーティングを設けることにした。これは、平日に常勤で

働いている人達も参加できるようにとの配慮からだ。無

料のウェブサイトで「社会学者のカフェ」を宣伝した。

毎月のミーティングには、多くの大学教員、大学生、高

校生、定年退職者が参加した。その中には、ブレンダ

ンという人がいて、自分を「空っぽのセールスマン」や「

一般人」と名乗っていた。

　社会学者のカフェの名前の一部に曜日を入れた。

その理由は、人はどのような人生を歩んでいようとも、

どのような政治的・社会的信念があろうとも、日常的に

自問していることを強調したかったからである。人々

は、日常生活を営む中で、社会学を知っていようと、

知らなかろうとも、自然と社会学的な質問を思いつくも

のである。化学の専門家と違い、一般大衆は「社会」

という社会学者の実験室に住んでいる。つまり、社会

が人々を形作り、人々によって社会は形作られるので

ある。社会学的想像力のジャンルは、既に存在する。

もし社会学的想像力によって、日曜日の晩に行なう省

察を引き出せるとしたら、それが、コーヒーハウスのミ

ーティングで出会う人々の生活にも役立つと認識され

るかもしれない。

　「日曜日の社会学者」のミーティングには、大学が後

援する授業（シラバス有り）の着想へとつながった。授

業目標は、一般大衆に大学の授業に参加してもらうこ

とである。毎週、招待された社会学者には、誰もが理

解しやすい内容で１時間の講義を行うようにお願いし

た。その後に個別のグループ・ディスカッションを１時

間ほど行った（１クラスの履修者数の上限は30名）。講

義内容と講演者リストは、大学の出版物とSNSを通して

告知した（毎週の出席者数は100名ほど）。社会学専

攻の学生と、一般の聴衆が意見交換する機会を与え

るために、各ディスカッション・グループには、学生と一

般参加者を均等に分けた。それから、招待講演者（社

会学者）とティーチング・アシスタントと共に、各グルー

プで議論されている内容に耳を傾け、会話の中に社

会学的な題材を補足した。

　「日曜日の社会学者」のミーティングに頻繁に参加し

た者は、大学の講義も定期的に出席した。反応は素

晴らしかった！例えば、空っぽのサラリーマンと名乗っ

たブレンダンは「この会話に参加することで、自分が何

かに貢献できることに気付かされた。経験したことのな

いくらい、活力になった。」もう１人の参加者は「80歳間

近になって、若くて活気溢れる人々の話を聞き、接す

る機会があることは、とても光栄なことです。」とコメント

をくれた。

　パブリック・ソシオロジーのイニシアチブを実施するこ

とで、プロの社会学者として社会にコミットすること、自

分達の社会に対するパースペクティブを考えさせられ

た。最も難しかったのは、社会学的で、複雑な考え方

を、実社会に直結する形で、簡単に説明することであ

る。社会学の仕事を、地域コミュニティで行なうことは、

非常に努力を要する付加的な仕事（通常のアカデミッ

クな仕事に加えて）だと思った。しかし、大学の外で教

えることで多くを学び、非常に良い経験となった。多く

の公的支援を受けつつ、このプロジェクトを行なった。

社会学の仕事として、地域コミュニティを取り入れること

で、革新的な方法を探し出すことができた。さまざまな

社会的文脈を取り入れることで、このようなプロジェクト

を成功へと導けるだろう。

　ケロウナは、特に裕福な定年退職者が住むコミュニ

ティである。ブリティッシュ・コロンビア南部の内陸部に

位置し、居住するには理想的な場所である。「日曜日

の社会学者」のミーティングと、バプリック・ソシオロジ

ーの講義に出席した人々の大半は、比較的に生活に

余裕のある定年退職者で、そのほとんどが４年制大学

の卒業者である。例えば、定期的に「日曜日の社会学

者」のミーティングと、大学の授業に出席していたジョ

イスは「1970年代と1980年代に、大学の社会学の授業

を、私は楽しんで受講していたのよ。授業で刺激を受

けていたのを思い出したわ」とコメントしていた。

　例えば、似たようなプロジェクトを、ブルーカラー層の

多いコミュニティで行なう場合、今回とは異なった課題

があるだろう。我々が実施したプロジェクトは、我々の

コミュニティに特化した形であることが前提である。例

えば、パソコンとインターネット回線を所有する人が大

半であり、このイベントを告知するラジオ番組（地元ニ

ュースや左派の情報を流す番組）を聴いている人、大

学と変わった形で関わることに興味がある人などがい

ることを前提としている。社会学者の中で、我々と似た

ような企画を地元のコミュティで行いたい場合は、独自

の課題に直面するかもしれない。一般大衆に特定の

文脈を取り入れるには、その社会環境に応じた、さま

ざまな戦略を取り入れなければならない。

                                               （翻訳: 山元　里美) 
 
ご意見・感想・質問等は Ariane Hanemaayer 　<ahanemaa@
ualberta.ca> と  Christopher J. Schneider <cschneider@wlu.ca>ま
でお寄せください。
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非正規居住区における抗議

>>

>都市の権利返還請求

チリの大衆動員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英国　オックスフォード大学　　シモン・エスコフィエ氏

ヴィジャ・フランシアの壁画。サンティアゴ市で

一番この抗争地域。住民に「闘争のために組

織化せよ、勝利のため闘争せよ」と駆り立て

る。　写真: ナタリー・ヴュマン

長
年 の 社 会 動 員 の 歴 史 に も か か わ ら

ず、1990年からチリ都市部の貧困層は、

差別と社会的病理に苦しむ消極的な政

治アクターとして描かれてきた。しかし、

サンティアゴのペニャロレン市の調査をもとに、この論考

では、都市部の貧困層は、都市におけ権利を取り戻すた

めに、持続的な抵抗を組織化することができたことを言及

する。

　デビッド・ハーヴェイ(2008: 23)は、都市への権利を「都

市を変化させることで、自分自身をも変えようとする権利」

と定義している。都市化と資本主義とを関連づけて、そし

て利益よりも、人間を優先させるという学術の伝統に沿っ

た形で、ハーヴェイは、人間は集団の力を用いることで、

都市化のプロセスを再形成する能力を有すると述べた。

貧民にとって、都市への権利を行使するということは、都

>>
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市部の資本主義的余剰生産プロセスに抵抗しながら、自

分の居住場所の確保、都市インフラの確保、資源の確保

に関わっている。

　先行研究によると、安定した集団動員の中で、時折、

他よりも計画的な形で、チリ都市部の貧困層は、都市へ

の権利を効果的に要求することができていた。チリ都市

部の貧困層による住宅要求の集団闘争の歴史は、1920

年代にまで遡れる。政党と他の組織との関係において、

いわゆる「居住者運動」は、国レベルの政界で中核を担

い、都市の土地を接収することで、チリ政府に圧力をか

けてきた。1957年と1970年の間に、土地所有が非常に

人気を博し、チリの都市、特にサンティアゴ市を作りかえ

た。実際、1972年のアジェンデ政権の時に、サンティア

ゴの人口の16.6%は非正規居住区域に住んでいた(Santa 

María, 1973: 105).



非正規居住区における抗議

　左翼団体の地盤として、スラム街の多くは武闘派の独

裁政治(1973–1989)によって強く抑圧された。1983年から

残虐さを増した独裁体制に対する全国的な抗議運動の

中心として、草の根レベルの抗議運動の本拠地となるこ

ともあった。

　1990年以降(チリが民主主義体制を立て直した時)学術

文献の中から、都市部の貧困層が抗議運動に成功した

事例に関するものが消えてしまった。1980年代に、大衆

動員に注目した研究機関（チリ大学、PUC、CIDU、SUR、

フラクソ、ビカリア・デ・ラ・ソリダリダッド）はあったが、1990

年代に学術界の見解は、集団行動よりも非動員化を強調

していた。文献には、スラム街を犯罪、麻薬取引や社会

病理の温床として記されていた (Hipsher, 1996; Tironi, 

2003)。

　チリ国内の他の都市部で開発されたイニシアチブと同

様、サンティアゴのペニャロレン市東地区では、非動員

化の言説に相反する事例が挙げられている。実際に、ペ

ニャロレンで人気のある地区では、25年に渡り、組織的

に政治闘争イニシアチブを掲げており、自分達の権利を

要求する運動だけでなく、自分たちの手で地区を作り、

居住者の環境も整えるようにしている。

　自分達の「居住する権利」を「家のない人々の調整委

員会」を通じて要求し、ペニャロレンの各地で、家屋を不

法占拠することで、居住場所を確保している900世帯の

人々が、地価の高い東地区に押し寄せた。1992年の冬、

エスペランサ・アンディナを作った。チリの民主主義体制

において、初めての土地占拠であった。強い共同主義的

な組織を通して、政党や政治による乗っ取りを拒絶し、エ

スペランサ・アンディナを作ることで、貧困層を都市の周

縁部に追いやるのではなく、都市の中心地区に公営住

宅を建設することを、断固として要求した。貧困層を都市

の中心地区から追い出すことは、公営住宅政策によくみ

られる問題であった。数年に渡る闘争、論争、交渉の末

に、居住者は居住区の計画を正式なものにする土地所

有権を得て、そこに家を建てる助成金を得た。

　1999年7月、都市部周縁に追いやられることに対する貧

困層の抗議と、執拗な住宅建設の要求は、ペニャロレン

市で、もう１つの占拠を起こした。「ペニャロレンの占拠」

で知られるようになったのは、1990年以降のチリで、最大

の土地占拠だったからである。1800世帯以上に関係した

占拠で、トマ団体は地区内で公営住宅を建設する助成

金を支出するように、政府当局に圧力をかけた。交渉団

から過激派を除くことで、トマ団体は最終的には分裂した

が、2006年までには900世帯がペニャロレンで建設され

た住宅に移住できた。一方、その他の者は、他の地区の

場所を当てられた。

　公営住宅に関するペニャロレンの闘争は、今日も続

いている。実際、2006年以降「闘争する住人の運動」 

(MPL)（その地区で設立した草の根左翼団体）は、居住

地区における公営住宅を建設する権利を要求するため

に、地元で住宅委員会を立ち上げた。

　しかし、ペニャロレンの出来事は、貧困層が都市で十分

な権利を主張する上で、公営住宅の闘争を用いても、あ

まり効果がないことを示した。2009年に、住民と草の根団

体は、ペニャロレンに新たな基本計画を取り入れることが

必要であることに気付いた。家屋の建設ができるように土

地に関する法律を改正し、新たなな自動車道を建設する

ことで利便性を高めようとした。アクセスが改善されること

で、小売店業者が集まる可能性がある。新たな基本計画

は、地価を上げることで、地区のアップグレード化をはか

ることを試みた。一方、基本計画には公営住宅を建設す

るだけの十分な土地は含まれていなかった。このような変

更に好適さを見出す者もいるが、（回復力の強い）草の根

団体は、ジェントリフィケーションの動きに反対であった。

草の根の団体は、新基本計画を反対する運動を起こし、

法的拘束力のある地区レファレンダムを要求した。地方

自治体と、地元の近隣団体による激しい反対運動が起

こった。そして、2011年12月末、新基本計画は民主的に

却下された。地区をジェントリフィケーションから守ること

で、1960年代と1970年代の不法占拠と、自己構築を通し

て、貧困層は自分達で作った住居を保持することができ

た。

　過去25年において、ペニャロレン市の東部地区のロ・エ

ルミダでは、対決の動員という強い文化を生み出した。共

生社会的価値観と集団行動に基づいたアイデンティテ

ィを基軸に、近隣住民は、他の社会アクターに吸収され

た地元区域を、集団の力で再び取り戻そうとする、さまざ

まなイニシアチブを実行した。例えば、麻薬取引や民間

企業によって脅かさた地帯を、再象徴と再占拠いう意味

で、住民は音楽会を開催したり、コミュニティの果樹園を

近くの広場に建設したりしている。

　歴史的に集合闘争が集約された地域であるが、ペニ

ャロレンの事例は、チリの貧困層が都市への権利を要

求した数多くのイニシアチブの事例と重なる(Sugranyes, 

2010)。この闘争は、チリ都市部の貧困層が未だに、都市

への権利を要求しながら、効果的で、持続性のある対決

的集団行動を起こすことができることを表している。

                                                     (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Simón Escoffier <simon.escoffier@sant.
ox.ac.uk>までお寄せください。

1 1920年代から1989年までの、チリの都市部の貧困層による運動はスペイン語で「モ

ビミエント・デ・ポブラドレス」（入植者による運動）と昔から言われている。私は「ポブ

ラドレス」（開拓者、入植者）と「ドゥエラーズ」（居住者）という言葉を交互に使っている

が、実は正確な用法ではない。というのは、スペイン語の言葉は、歴史的にチリから

の政治的な意味を受け継いでいるからである。「ポブラドレス」とは集団権を獲得する

ために闘った都市部の貧困層を指す言葉である。
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> ウ ル グ ア イ の
  不法占拠と
　 　    政治性

モ
ンテビデオは、1980年代から2000年代に

かけて強烈に変化した。新自由主義と民

主化の一致、ウルグアイの首都では格差

と人種差別が助長した。おそらく、最も明

らかな変化は、氷山の一角であるが、非公式居住だろ

う。

　モンテビデオの不法定住地域は、量的にも質的にも変

化してきた。非公式に移民することが劇的に拡大していく

が、逆説的に言えば、彼ら増々計画的に行っている。（政

治・経済の）構造的な状態（永続的な産業の空洞化、貧

困、逼迫財政、（生活できないほどの）低賃金）、さらにも

っと直接的に関係するかもしれないが、賃貸料の高騰な

どが、明らかに、この変化に影響している。しかし、もし経

済的な変化だけでなく、国家と政治の役割も調査しなか

った場合、ウルグアイ社会の全体像を看過している。土地

に侵入する大波は、民主化と選挙競争によって形づくら

れていた。 

不法占拠が自然な過程とし想像する人も多々いるが、

厳しい経済状況の「自然な」結果、つまり、モンテビデオ

をよく検証すると、政治ネットワークとしての組織の重要

モンテビオの廃屋と化した不法占拠区。当初、計画した場所の外れにで

きた。 写真: マリア・ホゼ・アルヴァレス・リヴァドゥヤ。

　　　　　　　　　　　　コロンビア共和国　ボゴタ市　ロザリオ大学　マリア・ホゼ・アルヴァレス・リヴァドゥヤ氏 
　　　　　　　　　　　　(ISA RC 21 地域・都市開発の委員） 

PROTEST IN INFORMAL SETTLEMENTS
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性は明らかである。どのようなものかというと、選挙、地方

分権という政治機会に答える政治ネットワークのことであ

る。

　ラテンアメリカでは、国家の役割と、不法定住者の移住

を形づくる政治性との関係は、他の地域よりも強くみられ

るために、長い間、注目されてきた。今なお、モンテビデ

オの場合、ラテンアメリカの中でさえも、幾分興味深い。

侵入による土地の増大化にもかかわらず、カントグリルと

言われるが、1940年代から、時折、存在し続けていた。ウ

ルグアイの首都は、国家主導型の産業化時代に、田舎

から都会に来た出稼ぎ労働者のそのほとんどを、正規住

宅に収容することができた。さらに1980年代には、都市の

格差社会が高まっていると警告が出ているにもかかわら

ず、モンテビデオは経済的にも空間的にも、ラテン・アメリ

カの他の都市よりも平等主義なままであった。

　しかし、1990年代には、不法定住地域は拡大し始め

た。1999年に、モンテビデオの不法定住移民の半分

は、15歳にも満たず、その1/3の住民は、土地を差し押さ

えられて、住む場所がなくなった移民だった。侵入計画

には、少なくとも当初は理想郷的な意図はみられた。最

初の移住者は、基本的な住宅問題の解決だけでなく、そ

れ以上のものを欲しがった。たいてい左翼の過激派閥か

ら現れたのだが、彼らのリーダーは、計画的な土地侵入

を、農地改革の一環とみなし、国の住宅政策を暗に批判

した。他は理想郷だけではなく、土地を奪い取るための

計画を作るに留まらず、測定や区画の区分、不法定住者

に同行し、家の建設を手伝っていた。通りや公共スペー

スを作り、日々の暮らしに必要なものを解決し、規律を作

った。それ以上に、公共サービス、学校、健康センター、

合法的な地区を要求するために、（社会運動を）組織化

した。ポルテスとウォルトンが、彼らの著書『ラテン・アメリ

カの都市部』 (Urban Latin America)の中で描写したよう

に、不法定住は、ウルグアイの貧困層による近年の政治

活動に対する重要な声明文なのかもしれない。他のラテ

ン・アメリカ地域では30年から40年も前から行なわれてい

た。

　この変化の背後には、何があるのか？その疑問は興味

をそそる。なぜなら、モンテビデオには人口成長が見られ

ないからである。他の地域をみてみると、田舎からでてき

た労働者は、都市部の非公式居住区に集まり、その数は

どんどん増えている。しかし、モンテビデオでは、この傾向

はみられない。モンテビデオの不法定住者の多くは、都

市の良い場所の出身者である。家庭を作るために引っ越

すとか、産業の空洞化のための失業、賃貸料の高騰など

で、強制的に退去させられた人達である。

　今のところ、経済的要因だけでは説明がつかない。例

えば、2002年の経済危機の時に、なぜ大量に不法占拠

する世帯が増えなかったのかを説明できないからであ

る。政治、特に選挙政治だが、モンテビデオの新興地

域の出現と定着化、特に計画性のあるものについては、

何らかの形で関与していると思われる。ウルグアイの独

裁国家の終焉、左翼連合「広い前線」が第3の政府とし

て勝利したこと、1990年にモンテビデオの地方自治体

が勝利したパワー、特に都市の選挙競争の激化、土地

収容に寛容になること、新たな土地収用を促進するため

に政党がインセンティブを与えたことなどが考えられる。 

不法定住者組織のリーダーのほとんどは、1990年代に

は様々な政党の政治家と結びついていた。「私たちは政

治に無関心である。」と主張していたが、本当は過度に

政治的である。過去には、地域社会のリーダーは道路を

修理させるために、コロラド党に関心を示したかもしれな

い。なぜなら、公共事業大臣はコロラド党出身だからだ。

しかし、彼らは、その上でフレンテ・アンプリオの委員との

繋がりも続けたかもしれない。不法占拠できそうな土地の

情報を提供してくれるからだ。その上、不法占拠区を訪

れるにブランコ党の党首にも気に入られるようにした。

　そのうちに、すべての都市の関係者は、貧困な家族の

住宅問題を解決すること、政党の投票数を集めることは、

将来、大きな問題を生むことに気付き始めた。不法占拠

区に住むのは危険であり、公共サービスの提供は考え

られないほど高い。当時、正式な形で入居した家屋にさ

え、インフラを完備したものは皆無だった。地方自治体

の役人や政治家はこの問題を非常に意識していた。こ

れが、2002年の経済危機に、不法占拠が爆発的に増加

しなかった理由である。また、社交的なムジカ大統領が、

この人は大衆からの人気を集めるのに気を遣う人なのだ

が、2011年に大々的に報道された土地立退き問題に、

なぜ個人的に介入したかを説明することができる。その

上、2009年に、左翼が二度目の政権掌握に成功した時、

なぜ都市貧困層からの投票を集めのために、奔走しなく

てよかったかを説明できる。

 モンテビデオにおける土地介入の波は、比較的短かっ

たかもしれないが、その影響が社会や都市に残した痕跡

や堪え難いものがある。ウルグアイが経済ブームの間も、

アセンタミエントス（不法定住移民者）のインフラ整備は皆

無に等しく、無数の社会的、経済的問題を抱えていた。

スラムからの昇進プログラムによって、多くの新しい地域

を拡大されたが、今はまだ、インフラを整えるには限界が

ある。20年から25年かけて行なうことは、簡単に実行でき

ない。貧困で差別され、危険な状況で成長した子供たち

は皆、不法占拠区の出身者としてスティグマ化され、その

エリアは、その他の都市住民から、危険区域と認識され

る。

　しかし、これから始まったこともある。恵まれた公立公園

が、特に貧困地域に、不法占拠区の近くに建設された。

新しい住宅計画は実行されている。免税特例を設けるこ

とで、都市の様々な地域で、民間の建設会社が公営住

宅を建設を増加させた。共同住宅も増加している。それ

にもかかわらず、不法占拠区とその住民を、社会に効果

的に包含することは、未だにモンテビデオの最も大きな

挑戦の一つである。　　　　　　　　　　(翻訳: 植山　一輝）

ご意見・感想・質問等は María José Álvarez Rivadulla 
<majo.alvarez.rivadulla@gmail.com>までお寄せください。

PROTEST IN INFORMAL SETTLEMENTS

mailto:majo.alvarez.rivadulla@gmail.com
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>ブラジルのホームレス

労働者運動の成長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラジル連邦共和国　サンパウロ大学　シベレ・リゼック氏とアンドレ・ダルボ氏

>>

1
990年代後半から、ブラジルではホームレス労

働者運動(MTST)が設立された。MTSTとは「

被雇用者、労働者、非公式労働者、不完全

就業者、未就業者。何百万人のブラジル人

が、まともな住宅に住めず、主にブラジル都市の周縁

部にある危険地域で、借家暮らしをするような人達」が

団結して結成した団体である。現在、ブラジルの都市

政治で活発なアクターであるMTSTは、昨年のブラジ

ル社会でみられた、数多くの路上デモ活動を組織化

した。そのMTSTの組織内部の動向、変化を検証する

ことで、ブラジルの政治論争に関する特有の観点を得

られる。

重要なのは、MTST運動は、1980年代に起こった住居

権運動とは、全く性質が異なることである。現在、住居

権運動は、労働者党を筆頭とする連邦政府と連携して

いる。当初、MTST運動は土地なし運動 (MST - 農民

による土地実力占拠運動)と連携していたが、1997年の

全国人民デモの時に、ホームレス労働者運動という団

体として設立された。その時には、農民土地なし運動

サンパウロ市ダウンタウンのパウリスタ通りの MTSTの行進。 「さらなる大

衆改革を、さらなる権利を」と要求。

非正規居住区における抗議
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の活動家らは、サンパウロ州カンピーナス市の都市部

にあるオジエル公園に集結した。MTSTによる最初の

占拠は、アニータ・ガリバルディと命名されたが、５年後

にグアルーリョスにおいて組織化された。

最初の占拠以来、MTSTは少なくともサンパウロ市と

カンピーナス市における主要な10カ所を組織化した。

この野営地の中には、チコ・メンデス(タボアン・ダ・セ

ハ市、2005年)、ジョアオ・カンディド(イタペセリカ・ダ・

セハ市、2007年)、フライ・ティト(カンピーナス市、2007

年)、ジーザス・シルベリオ(エンブーダスアルチス

市、2008年)、ズンビ・ドス・パルマレス(スマレ市、2008

年)、ダンダラ(オルトランジア市とサント・アンドレ

市、2011年)、ノヴォス・ピンヘイリンホス(サント・アンド

レ市とエンブーダスアルチス市、2012年)が含まれる。

 2013年6月に、ブラジルでは激しい路上デモが起こっ

た。これは、長年に渡る新自由主義政策の変化に関

連しているが、大衆がデモ行動の動員を再燃するこ

とを意味していた。必然的に、MTSTの活動は活発化

し、ほぼ日常的に民間の宅地開発者、不動産市場、

国家と衝突した。頻繁な路上デモに加え、2013年6月

と2014年8月には、MTSTにヒントを得て、サンパウロや

他の都市部では、廃地、荒地、廃屋を占拠する運動

が急速に増加した。過去12ヶ月間において、100件も

の案件がみられた。

2011年から2012年の間に、都市部の赤字が10％上

昇したことで、ブラジルは住宅の供給不足に悩んでい

る。土地、持ち家と借家、現在の不動産バブル市場の

ために、ブラジルの数千世帯は自宅を立退かねばな

らない状況が常態化している。ブラジル政府が、今ま

での歴史の中で大規模な公共住宅建設事業を取り入

れたのだが、それでも、この住宅不足は起こっていた。

他の社会制度とともに、「私の家、私の人生」(MCMV

は Minha Casa Minha Vidaというポルトガル語の頭辞

語) として知られる住宅建設プログラムは、雇用促進、

かつては高所得者層だけがアクセスできた消費サー

ビス財に、一般大衆もアクセスできるようにすることで、

ブラジルの経済成長に貢献した。

 このような流れのなかで、ホームレス労働者運動の抗

議者らは、ブラジルの都市政策を方向付ける上で重

要な役割を担った。しかし、MTST運動が政府の公営

住宅事業と、増々距離を縮めるにつれ、MTSTの立

ち位置が複雑なものになった。占拠の交渉をすること

で、MTST運動が、政策論争の「内側」と「外側」とを同

時に取り扱う立場をとることになった。

MTSTの立場の曖昧さは、ホームレス労働者運動

の占拠運動の結果に明白に現れている。MTSTに

よる占拠は、地方自治体との交渉の場を開くやいな

や、MTSTから当局は、占拠地を没収するようにと要求

され、それからMTSTは占拠に関わった家族を、政府

の公営住宅事業政策の中で、入居先を取り決めるよう

に要求した。しかし、新しい住宅事業の導入は、空間

的差別にの一因にもなる。なぜなら、貧困層向けの新

しい住宅事業は、そのほとんどが必然的に都市の周

縁に建設され、空間的格差をさらに助長するからであ

る。

   

 MTSTは自らが曖昧な立場に置かれた状況を認識し

ている。活動家らが住宅事業政策、つまり不動産市

場で実施されている公共政策の建設場所を交渉して

も、住民に対する強制退去、逮捕、殺人まで犯してで

も、政府によって占拠と路上デモ活動は暴力的に抑

圧され続ける。このように、MTST運動は、本当なら誰

もが知るよしもない、ブラジル社会政策の闇を表出し

ている。つまり、ブラジル都市の不公正で不平等な特

性、社会変化や社会政策の一部改変、20年以上の

労働者党による支配が続きながらも、未だに続く政治

闘争などである。そして、おそらく重要なのは、ブラジ

ルの社会闘争の主要な指導者として、ホームレス労

働者運動とは、フラジルで貧困に喘ぐ都市住民の公

正と平等な未来へ向けての願いを具現化したものだ

ということである。

                                                 (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Cibele Rizek <cibelesr@uol.com.br>まで
お寄せください。

非正規居住区における抗議

mailto:cibelesr@uol.com.br
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>南アフリカの　 

貧困層の抗議
                                    南アフリカ共和国　ヴィッツウォータースランド大学　プリシャニ・ナイドゥー氏

>>

過
去20年間、南アフ

リカにおける非人

種 的 な 選 挙 を 民

主主的に実施する

という言説が支配的な立場である

が、これは正式な政治機構、政治

家、政策の成功、そして、この時期

に形成され、活発化された政治的

プロセスの強調である。それにもか

かわらず、非公式なものが常に邪

魔をする。おそらく、最も声高に、

政党、組織、労働組合の外部で、

即座に（事案に対して）抗議すると

いう形式は貧困層の中から起こる

のである。日常生活の共通の問題

を分かち合っているからである。

最も重要なのは、非公式住居区

とタウンシップの住人らの闘争であ

ソウェトのオーランド住民は、2010年ワールドカ

ップ以前に、自分たちのコミュニティが建設プ

ロジェクトから排除されたことに抗議。

写真:ニコラス・ディールティエンス 

非正規居住区における抗議

る。非公式の居住場所としては、

アパルトヘイト立案者らが、黒人

を「（南アフリカにおいて）永久に

非公式」な住居環境に留めるため

に固定化しようとしたものである。

このような状況は、黒人を従属的

な立場にして「トラブルの範囲外」

に置くために必要と考えられてい

た。結局、それは黒人が都市部で

不法占拠することへの応対でもあ

った。黒人による不法占拠は、ア

パルトヘイト国家が、黒人の移動

を(黒人は安価な労働力として考

えられていた)支配しようとして作

らざるを得なかった苦肉の策だっ

た。まさに、このために「インフォ

ーマル・タウン」と「タウンシップ」

が設立された。しかし、このような

場所からアパルトヘイトに反対す

る闘争が興隆した。アパルトヘイ

トが崩壊した後に、新たな生活を

想像する場という役割もあった。 

今日では、アパルヘイト体制・政

策が崩壊してから20年経ったが、

インフォーマリティという形式が、未

だに南アフリカの貧困層の生活の

特徴となっている。貧困層は、アパ

ルトヘイト形式の住居環境が続く

居住区に住んでいる。このような居

住区は、未だに増加している。この

事実を鑑みれば、1990年代後半

から、毎冬（一年中になりつつある

が）、タウンシップと非公式居住区

の貧しい住民らが、 (人間として)ま

ともな生活水準を保つために必要

な資源へのアクセス、つまり、水、

電気、基本的なインフラ付きの快
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適な住居を求めるために、地元の

路上や高速道路でデモを起こす

のは、決して不思議なことではな

い。これは、南アフリカの生活で、

近年よくみられる光景になった。こ

の傾向は、2000年代に少しずつ増

え始め、2004年以降、その割合は

増加している。

1997年当初、抗議運動に携わる

人達の家庭の電気や水を止められ

たという個々の事例が、南アフリア

全土で報告された。その３年後、こ

のような事例は、さらに耳にするよう

になった。この頃、貧困層はさまざ

まな民営政策を実施するに伴い、

失業、労働市場における労働力

の柔軟化を感じ始めていた。これ

は、1996年に、アフリカ民族会議が

(以下、ANC)、新自由主義マクロ経

済政策を採用した結果であった。

地方自治体が基本的インフラ・サ

ービスの支払いを、個人負担にす

るという方針を採用したので、水や

電気を止められたり、立退きを強要

される住民が増加した。

このような影響が及んだ住民らは

団結し、さまざまな抗議活動（デモ

行動、ピケ、職場に公務員を入れ

ない、公的建造物の破壊、水・電

気の不法使用など）を行なった。こ

のような闘争を通じて、一見異なる

様々な闘争の根底に眠る共通の敵

を見出し始め、単独の活動家らと

連携した。その共通の敵を「新自由

主義」と命名した。

　2001年になると、維持活動と、こ

の活動に関わった集団からの批

判は、「新しい社会・コミュニティ

運動」の評論家達に向けられた。

なぜ「新しい社会・コミュニティ運

動」が重要かというと、（反対という

立場において）ANCと議会運動の

外部にあり、1994年以降の最初の

運動だったからである。2002年に

出版された有名な著書『我々は貧

民』(We Are The Poors)の中で、社

会学者アシュウィン・デサイは、新

しい政治的主体「貧民」の誕生を

宣言した。貧民は（学生、学術者、

研究者、その他の活動からと共

に）ANC政府が採択した新自由主

義政策の悪影響と闘うために、闘

争のコミュニティの中に生まれた。

　2004年になると、このような運動

の多くは減退期に突入した。国家

による抑圧、組織内の政治的闘

争、資源アクセスへの困難さが重

なり、構成員（ほとんどが失業者と

貧困層）のエネルギーとコミットメン

トで駆り立てていた集団性に悪影

響を及ぼした。多くの場合、運動

の要求に対する国家の返答が麻

痺状態になってしまった。皮肉なこ

とに、2004年は、闘争のさらなる拡

大を特徴付ける年となった。それ

は、2000年代初頭に、新しい運動

の人気を高めたことと似ていた。ま

た、政治のインフォーマルな部分

が介入し、それにより以前の闘争に

対するフォーマルの返答は、全て

の人々を満足させるものではなか

った。

実際に、2004年以降、正式な政

治構造の外で、貧民によって誘導

されたローカル・レベルの抗議は

際立っていた。その様子は、社会

学者ピーター・アレクサンダーによ

って「貧困層の反旗」として描写さ

れた。また、このような運動を手短

に表す文言として、主要メディアが

「インフラ整備暴動」という言葉を作

り、世間に広めた。劣悪な「サービ

ス・デリバリー」（基本的インフラの

整備が含まれる）は、常にこの暴動

の中核を担っていたにもかかわら

ず、汚職まみれの議員、共益のミ

ス管理、地方自治体組織と住民と

の意思疎通が図れていないことか

ら、活動のさまざまな不備を招く結

果となった。2012年になると、１日

１度の割合でデモ行動が行なわれ

ていた。

　多くの場合、住民が正式なルー

トで意思疎通を図ることに疲れ、地

方自治体から何の返答もない時

だけに暴動は起こった。業書『煙

で呼び寄せる』(The Smoke That 

Calls) (著者アカール・フォン・ホル

ツ、2011年) によると、建造物に火

をつけたり、バリケードのタイヤを燃

やしたりすることで、抗議者は当局

の目に留まる（「煙で呼び寄せる」こ

とで）。このような傾向が増えるにつ

れて、メディアは「暴力的なインフラ

整備を求める抗議者」とレッテルを

使い始めた。同時に、警察の行動

も非常に暴力的になった。新聞に

よると、2009年以降、警察の手によ

って殺された抗議者は少なくとも43

人いる。

また、今日の抗議者は、ANC地元

組織のさまざまな部署と連携を保っ

ている。これは、ANC組織集団が、

地方自治体で当選した自分達の

指導者たちに対する反発がみられ

る。政党内や国家組織内での闘争

で負けたことに起因する場合もあ

り、また国家支援体制や（入札、雇

用、助成金などを通じて）私腹を肥

やすルートそのものを疑問視し、世

間に露にする場合もある。ANCの

内部分裂が表沙汰になるにつれ「

経済的解放の戦士」 や　「統一独

立戦線」 (コミュニティ・市民社会機

構とともに「南アフリカ全国金属労

働者組合」によって設立)のような、

新たな政治的な動きがみられ、そ

の動向が現地の貧困層の闘争に

関与するかが、興味深いところであ

る。

政界では、フォーマルな政治（政

党・議会）に目が向けられるなか、

地元レベルでは、インフォマール

な形態が闘争の場として、その存

在を保ち続けている。まさに、型に

はまらない、新たな組織体制を生

み出し、それを長期に渡り続けよ

うとすることが生まれるかもしれな

い。しかし、その大部分は政治を

異なる視点から分析することのでき

る集団の潜在性とコミットメントに依

拠している。

                    （翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Prishani Naidoo 
<Prishani.Naidoo@wits.ac.za>までお寄せ
ください。

非正規居住区における抗議
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>ザンビアでは   
抗議せず立退く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南アフリカ共和国　ケープタウン大学　シングンブ・ムイエバ氏

>>

2
013年４月、装甲車15台

と警察隊がルサカ西部の

10144区画に突入した。何

も知らない住民らに対し

て退去命令が突然くだり、住民は

衝撃を受けた。武器で脅されたた

め、住民は、その様子を見守る以

外は何もできなかった。警察隊は

33棟を取り壊した。20年間、その

土地に住んでいた365人の住民は

ホームレスになってしまった。退去

させられた者の中には、職位の低

立退きさせられた住民らが、今後について話

合っている最中に、廃墟のゴミの中で子供が

立っている。この強制退去は、ザンビア陸軍

が、ルサカ市のチニカで実施したものである。

写真: エマニュエル・テンボ

い警官もいた。事前に退去告知は

出されていなかった。ルサカ都市

議会と裁判所の執行吏は、その場

に居合わせなかった。退去の後、

年配の警官らは土地を横領した。

一月の間に、多くの家屋の取り壊

され、居住地の退去が続いた。こ

の事に対して不満を抱き、5月15

日に退去させられた家族らが、副

大統領官邸近くでデモ行動を行な

った。しかし、警官部隊によって止

められ解散させられた。家族らは

非正規居住区における抗議

公安法で求められている、公共の

場でデモを行なう際の許可書を警

察から得ていなかった。そのため、

退去者らは自分達の力でどうにか

するしかなかった。なぜ、この事件

は、強制退去を止める運動を起こ

すには十分な火種にならなかった

のか？現在、取り組まれている住

宅運動によって、退去者を保護す

ることはできなかったのか？ここで

は、これらの研究設問の答えを言

及する。
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ルサカ西部の事例は氷山の一角

にすぎない。何の抗議活動もなく、

何百世帯の強制退去は起こって

いた。2014年だけでも、ルサカ市

では数件以上起こっていた。例え

ば、7月25日にカニャマでは、14棟

の家屋が倒壊、10月3日にチニカ

では100棟の家屋が倒壊、そして

11月18日にミカンゴ・バラックスに

18人の兵士が、村民らを強制的に

立退かせた。公有地と私有地に違

法に建てられた家屋を倒壊すると

いう政策は、2007年にザンビア政

府が公言した政策にまで遡ること

ができる。2011年に政権の座に就

いてから、愛国戦線政府は違法・

不法占拠者の中でも、少しマシな

居住区（これは前政権の指導のも

とで可能となったのだが）を撤去し

続けた。建物の取り壊しの過程に

おいて、法的整備が追いついてい

なかったので、退去事案の中には

死亡事故につながるものもあった。

これによって、世間の関心が寄せ

られることになった。

 このような状況は社会動員を生み

やすくする。都市部の70%の住民

は、スラム地域に住んでいる。つ

まり、都市部には不法占拠区があ

り、暴動の沸点に到達することので

きる状態である。そして、この国に

は、公的文書に裏付けされている

ように、暴動と集団行動の歴史が

根付いている。 

では、なぜ抗議行動が起こらな

いのか？まず、1955年の公安法

以来、長年に渡り、政治エリート層

による不寛容の歴史がある。この

法律は、イギリス植民地政府によ

って、反体制活動家を抑圧する目

的で導入された。ところが、植民

地統治が終焉しても、ザンビアの

歴代大統領らは、この法律を無効

にしなかった。この法律によると、

抗議者は警察を通して、自治省大

臣から許可を得る必要がある。し

かし、許可書を発行する基準は曖

昧である。デモ暴動を起こす７日

前に許可書を入手しなければなら

ない。暴動の動機が法律で定めら

れた規定以外のものであったり、

政治エリート層からの反対がある

場合は、許可は下りない。さらに、

公安法は実質の土地家屋の保有

条件の権利を認めていないため、

長年その土地に住んでいたとして

も、違法に土地を占拠していた者

が抗議する法的根拠がない。

政治エリート層の保守的態度が起

因となり、抗議活動が起こらないわ

けではなく、警察からの許可をなく

して、デモ行動を起こすことによっ

て、もたらされる結果も（暴動が起こ

らない）要因の１つである。公安法

に基づく暴力には、警察隊からの

暴力がよくあり、(少し上等な)不法

占拠区の住民でさえ恐れている。

例えば、2013年７月14日、空港の

近くのカムパサの強制退去におい

て、男性２人が銃殺され、１人はザ

ンビア義務兵役によって怪我を負

わされた。不法占拠区ジョージに

住むインタビュー対象者らは、最

近、頻繁にみられる強制退去につ

いて悩んでいた。彼らは、占有許

可書を持っているので、土地家屋

の保養権利が認められている。だ

が、自分達の置かれた立場につい

ても、色々と考えていた。もし政府

が土地を取り返しに来たらどうする

かと聞くと、彼らは自分達の土地を

明け渡し、他の場所に移動するし

かないと答えた。

政府と市民社会は財政難のため

に、強制退去させられる可能性の

ある者を保護することができない。

住居権は、憲法の中では謳われて

いない。なぜなら、2008年にムワナ

ワサ大統領が論じたように、政府は

住居権(を認めることで）、金銭的

価値のない権利を保証するための

財源を確保する必要が生じるから

である。このように、政府は公式に

強制退去者の保証義務を拒否し

ているのである。非公式な居住地

を改善する資源を提供するよりは、

その場所を一掃したほうが安上が

りなのだ。

また、市民社会には違法占拠者

を保護する財源がない。原理的に

は、「ザンビアの住民による居住開

発プロセスと貧困撲滅」というNGO

団体を通じて「ザンビア土地開発

推進」団体と、「国際ホームレス」団

体が、強い存在感を示すべきなの

だが、実際は、強制退去の対して

強い反発はみせていない。「多くの

場合、ザンビア土地開発推進団体

は、コミュニティを動員したり、公益

に関する土地の事案を、世間で期

待されるような形式で取り扱ったこ

とはない。なぜなら、許容範囲外で

あり、事案を解決するだけの財源も

ないからである」(Zambia Land Al-

liance, 2014, http://www.zla.org.

zm/?p=9)。2010年に、汚職の告発

により、政府と市民社会団体に対

する補助金の支払いを保留するこ

とになった。このことによって、多く

のプロジェクトが２年間停止した。こ

のように、これらの組織は、実際に

最後まで調べることなく、デモ行動

を起こすことの脅威を発し、文書を

発行するだけに留まっている。

　要するに、ルサカ市における強

制退去に反対する運動と、ザンビ

アの新しい社会運動の興りに関す

る２つの主な課題は、政治エリート

層に何らかの形で抗議し、あから

さまな敵意をみせるか、あるいは住

宅問題を解決するために、政府と

市民社会が利用できる限定的財源

を確保することである。人間は、一

度立退きを強いられると、元に戻る

チャンスがないと考えるので、集団

行動をすることの目的を見出せな

い。公安法の改正と、ザンビアの経

済の成長のみが、立退き反対運動

に、火をつけることができるのかもし

れない。

                         (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Singumbe Muye-
ba <singumbe.muyeba@uct.ac.za> まで
お寄せください。

非正規居住区における抗議

http://www.zla.org.zm/?p=9
http://www.zla.org.zm/?p=9
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>>

> ファブラボとハッカースペース

自作における 
　 新しい文化
　　　　　フランス共和国 パリ　フランス国立工芸院　LISE-CNRS 　イザベル・ベルレビ・ホフマン氏、マリ=クリスティーヌ・
　　　　　ブロー氏、ミシェル・ラレメント氏　

>>

シ
ェアリングという新たな様式、協同生産

と協同消費という新たな方法も同じだ

が、現在の経済に新たな課題を生み出

している。ファブラボとハッカースペー

スには特定の場所がある。共同というコンセプトに誘

発された富が、財産そのものよりも、アクセスと利便性

に基づいているという世界の中だけだが。このような

集団的に製造する空間は、2000年代半ばから見られ

典型的なハッカースペース。

写真: ミシェル・ラレメント 

フランスにおける働き方の変化
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るようになったが、これは、自作文化というネットワーク

の倫理を紹介している。世界中に広がっているが、こ

れらの空間には、さまざまな名前がある。例えば、ファ

ブラボ、ハッカースーペース、メイカースペース、リビン

グラボ、テクショップなどである。ここでは、さまざまな

物を投げ入れることで、新たなもの（プログラムのコー

ディング、衣服やレシピの考案）を参加者が発見しよ

うとする。世界中で、このような新たな製造、協同、消

費、学習の様式が連動して起こっている。

 これらの場所では、3Dプリンターに注目が集まってい

る。なぜなら、インターネット上で設計図を探せば、ど

のような物体でも生産できるからである。際立った結果

は見られないが、その成長は著しい。この手のスペー

スのほとんどには、カッター、レーザーカッター、シルク

スクリーンプリンターなど、さまざまな機材がそろってい

る。数年前までは、模型を製作する機械を上手く使え

るようになるには、何ヶ月もの研修が必要だった。今日

では、機械を使いこなすのは数時間で十分である。ま

た、機材やソフトが安価になった。このように、パーソナ

ル・コンピュータによって、我々が技術の世界を切り抜

けられるようになったように、パーソナル・ファブリケー

ターによって、誰でも物質の世界に携わることができる

ようになった。

  しかし、共通の価値観があったとしても、バルセロラ、

ベルリン、サンフランシスコ、パリ、北京のファブラボ

は、それぞれが異なる。2000年代初期の頃から、MIT（

米国マサチューセッツ州）のファブラボがあった。そこ

から世界中にネットーワクが広がっていった。ハッカー

スペースもまた、少し異なる状況である。そもそも、ハ

ッカースペースは1970年代初頭、カリフォルニア州の

ホームブリュー・コンピュータ・クラブから始まった。そこ

では、趣味人が、さまざまな情報技術(IT)を集め、探査

し、作り出すために集まるインキュベーターであった。

自分が発見したことを、他人と共有する者もいたが、ス

ティーブ・ジョブスやビル・ゲイツのように、資本家とし

ての道を歩む者もいた。ハッカー精神に満ちあふれて

いるという点で、組織的観点から言えば、ハッカースペ

ースはファブラボとは大差ない。ハッカースペースにい

る人達のプログラミング技術が優れていたとしても、個

人が製造・発明できる素材、物をいじって何かを作る

という点で、ファブラボと似ている。さらに、ファブラボと

同じように、ハッカースペースでは、公共アクセスが重

要な条件の１つである。そして、ここをイノベーションと

製作だけでなく、集団で学び、知識を共有できる場所

であることも重要である。

   ファブラボは、その立地と少しばかり強い関係性があ

る。このネットワークは、新しい生産的生態系の輪郭を

辿る形で機能している。これを、新たな産業革命の始

まり、または資本主義体制の文明的終焉の前衛と考え

る人もいる。しかし、この新しい世界を捉えることは、そ

れほど難しいことではない。このようなスペースは、技

術的、政治的、組織的側面において、多数のイノベー

ションを抱えている。主要経済の周縁にあるかもしれ

ないが、成功例が増えているということは、人々の働き

方、設計の仕方、生産方法、意思決定と行動におい

て、社会文化的な変化を及ぼす可能性があることを示

唆している。

 この新しい生産サイトを研究し始めた社会学者による

と、このスペースには混成性が見られる。しかし、組織

編成の様式なども共有しており、その一部分はデベロ

ッパーとハッカー・コミュニティから端を発している。こ

の文化は、数十年前にできたオープン・ソースの世界

によって育まれ、平等で横断的なネットワークを通し

て、協同で働く新たな方法を見出した。例えば、コピー

レフト許可書1を通して、物品とサービスを共有する新

たな方法を発展させた。ファブラボなどの、自作文化

運動は、ウィリアム・モリスの世界設計で始められた、

産業社会に批判的な伝統からインスピレーションを得

ている。

　我々が北カリフォルニアで実施したハッカースペー

スに関する調査によると、このようなオルタナティブ・

メイカー・ワールドにいる人達は、アカデミックの世界

に幻滅した30代の高学歴の白人が多いことがわかっ

た。Googleのエンジニアやホームレスのコンピュータ技

術者たちも良く訪れるが、このスペースには１つの目

的がある。つまり、コンピュータ、物体、社会全体を駆

使し、新境地を切り開くことである。「メイカー」の中に

は、シリコンバレーのイノベーション事業に参加する者

もいる。一方、過激派的な考え方をする人達は、既存

秩序に対決する事業（オキュパイ運動など）に全力を

注いでいる。構造危機が一般化される時代において、

このようなオルタナティブ・スペースを検証する価値は

ある。それは、新たな働き方、意思決定方法、消費、

同居が生み出される新のユートピアである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(翻訳: 山元　里美)

ご意見・質問・感想等はMichel Lallement <michel.lallement@
cnam.fr>までお寄せください。

1 Berrebi-Hoffmann I., Bureau M.-C., Lallement M. (eds.), Recherches sociologiques et 
anthropologiques, special issues “Tiers lieux de fabrication et culture collaborative. De 
nouveaux mondes de production sont-ils en train d’émerger?” (forthcoming). 

フランスにおける働き方の変化
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> ジェンダー均衡の追求

　　　　　　　　　　　　　　　　ベルギー王国　ルーベン・カトリック大学　FNRS　バーナード・フスリエ氏 
　　　　　　　　　　　　　　　　フランス共和国パリ　フランス国立王芸院 CNRS-LISE　シャンタル・ニコール=ドランクール

出
生率の低下、母親

の雇用率の低下、

母性の再統合は「

先進」諸国の人口

と社会保障制度を低下させる主要

なリスクとして考えられている。過

去数年における財政上や予算上

の危機は、社会保障制度の全般

に影響を及ぼしたが、特にジェン

ダー平等機会の力関係を脅かし、

ワーク・ファミリー・バランスの状況

を悪化させた。

国・地方自治体の政策立案者ら

は、社会的一体性を作る上での女

性の役割の重要性を(フランス社会

で)認識していると公言している。

女性は、労働市場や家事に貢献、

つまり二重の役割があると認識さ

れている。特に、社会・経済発展を

確保しつつ、制度的不備や不均

衡を相殺するという難しい時期に

重宝される存在である。

 最近、世界的によく言われている

のが、子供と扶養家族の面倒をみ

ながら、自分のキャリアも維持した

いという人が多いことである。仕事

と家庭の両立を、現在みられる仕

事上の性分業と、それに伴う再生

産活動 —　常にそうであったが、今

日では女性が家事活動を担う第一

責任者であること — を疑問視する

ことなく、このバランスを維持したい

と思っている。その結果、ほとんど

の国々では、両親にこの２つの目

標を達成できるようにすること、個

人だけでなく、社会にとっても、仕

事と家庭のバランスを、主要な課

題として捉えている場合が多い。

>>

職場における問題あるジェンダー政策 

イラスト: アルブ作

フランスにおける働き方の変化

「マルチアクティブな社会」
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　一見したところ、公式の調査結果

では、男女平等であるかのように

見える。ここでのポイントは、皆が

所得を得るために働く機会がある

ことである。社会福祉が充実してい

る国々（社会福祉の取り組みを始

めている国々も含め）では、かつて

ないほどに、仕事と家庭を調和さ

せることを目的とした、社会政策の

拡充がみられる。例えば、税制改

革、社会保障改革から、育児制度

の管理方法の改善、仕事と家庭生

活とのバランスを、より良くするため

の効率的な仕事の進め方などであ

る。

しかし問題になっている全ての国

々において、政策を導入するにあ

たり変化がみられる。性的に中立

な言辞にもかかわらず、政治課題（

あるいは、企業内）で提示された方

策では、実際の中立性を損なって

いる。つまり、全員のための育児休

暇・家族休暇は、働く母親だけが

得られる特権となる。また、全員の

雇用時間を減少するということは、

女性の非正規雇用者数を爆発的

に増加させることにつながる。そし

て、父親と母親を含めて考えるべき

出産休暇の期間は、女性と子供の

健全状態に及ぼす影響から判断さ

れる。言い換えるとすれば、このよ

うな制度の根底には、男性や両親

は含まれず、母親である、または母

親になる予定の女性だけが対象と

なっている。例えば、2014年10月

に、Facebook社とApple社は、「男

性と競走し、熾烈な労働市場で戦

う」女性従業員に対し、キャリアが

安定したら子供を産めるようにと、

卵母細胞を凍結する選択肢を与え

たことを、実直に認めた。

１つには、これは家族形態の変

化、つまり共働きの両親の働き方

を支援する方策があるにもかかわ

らず、社会で生じる変化への拒み

がみられる。さらに、ほとんどの母

親が仕事と家庭を支援するために

ダブル・シフトで働いているという

雇用状態は真の政治問題である。

女性に「製造中止」となった仕事を

優先的させるのは、肉体的・精神

的に持続可能であろうかという疑

問点と、このような慣習は社会公正

の理想からかけ離れているのでは

ないかという疑問点を生じさせる。

仕事と家庭を両立させようとする

戦いに打ち勝つことは、未だに解

決できていない。この論考では「父

母が仕事と家庭を両立させるには

どうすればよいか」という一般的な

質問から始めたが、「仕事の性的

分業を変化させることなく、母親に

稼いでもらう」という特定の解決方

法しか見出せていない。

この状態から脱し、前に進むに

は、19世紀の賃金を基盤とした組

織、制度、体制と、20世紀の福祉

国家を批判して、新たな制度を構

築することから始めなければならな

い。既存の社会的配置を見直し、

この配置から生まれる自然な慣習

から脱構築せねばならない。性的

役割にかかわる社会契約を疑問

視せねばならない。つまり、生産性

が中心となる世界観、介護者によ

って支援される生産者という細分

化された人間像を装うこと、大黒柱

は男性だというモデル、人間中心

主義をベースとした連帯感などで

から考え直さねばならない。生産

的・再生産的活動にみられる社会

的分割と、これを完成させるための

性的役割から脱構築せねばならな

い。

もし、これらの問題に真剣に取り

組むのならば、雇用以外にみられ

る二次的で社会都合上の活動と

して扱うことのない、新たな基準枠

をベースに始めることで、代替社

会を考え始めることができる。賃金

を基軸とした社会から「マルチアク

ティブな社会」への変換である。ど

の活動が、社会で支配的であると

か、男女の既存の役割に関係な

く、社会的投資に応じて、雇用形

態は新たに考え直されるだろう。活

動的ではない、仕事をしない人が

見られないようになり、仕事と家庭

との明確化が、女性だけの肩にの

しかからなくなるだろう。

このような変化は、活動の新たな

レジームを作る革新性が求められ

る。ここでは、「活動」という意味が

雇用だけに限定されることなく、育

児、介護、市民労働などを含めた

包括的な仕事の意味に基づいて

いる。このような観点にたつことで、

所得収入のある仕事だけに焦点を

当て、市場価値の乏しい仕事をな

おざりにする社会にはならないで

あろう。むしろ、幸福と公益に貢献

する活動の全てに有用性があるこ

とを強調し、認識するという、幅広

い仕事の観念へと向かって行くだ

ろう。

　　　　　　　　　(翻訳: 山元　里美)

 
ご意見・感想・質問等はBernard Fusulier 
<bernard.fusul ier@uclouvain.be>と 
Chantal Nicole-Drancourt 
<drancourtchantal@hotmail.com>まで
お寄せください。

フランスにおける働き方の変化
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フランス共和国　パリ　フランス国立工芸院　アンネ=マリ・ヴァサー氏、ドミニック・ルーリエール氏、フレドリック・ブリ
ュギーユ氏、ピエール・レネル氏、ギヨーム・ユェツ氏、ジョエル・メッツァ氏、キャシー・エルマンド氏

>>

フ
ランスにおける労働者の雇用には2つの

問題がみられる。フランスの労働者人口

は高齢となり、そして慢性的な病気、とり

わけ癌を患っていると人々の割合が増加

した。さまざまな診療方法によって、毎年、癌と診断さ

れる人々の数は増加している。その一方で、医療の進

歩が、つまり早期発見、以前は死を免れなかった状態

だったが、慢性病疾患患者の数を増加させた。フラン

スでは、おおよそ1500万人の若者が慢性的な病気で

あると診断されており、これは労働者人口の約20％で

ある。

患者会は、長期的に病気や障害を患って生活してい

る患者を援助することの大変さを訴えている。しかし、

肝炎、エイズ、癌、多発性硬化症、糖尿病、その他の

病気を調査・研究をしている機関は、（計量的ではな

く）定質的な社会科学的な研究を実施することを提案

し始めている。特に、これらの機関は、病気休暇の後

に、職場復帰した人々を調査することで、彼らが自ら

の雇用状態をどのように保持しているかを知りたがっ

ている。以上のことから、心理学者と社会学者を巻き

込んで、次のような研究プロジェクトを実施している。a)

病気と診断された人が、職場復帰して、雇用状態を保

持するための条件、b)病気と診断された人の雇用環境

を好ましくするための個人的・集団的な資源提供の介

入に関するプロジェクトである。

この行動研究プロジェクトは、三大フランス企業(組

織)で実施された。2年半以上かけて、私たちは特定

の(具体的な)病気であると診断された人々を調査し

た。彼らは、職場に復帰することを望んでいた。また

は、彼らが取り組みたいと思えるような活動、労賃を

貰える可能性のある活動（介護、指導、ボランティア

のコミュニティ活動）に復帰することを求めている。彼

らの社会的な状態を調査したところ、a)職場の健全さ

や社会問題に関する人材管理部、ｂ)病気休暇や慢

性的な疲労、一時的もしくは長期的な障害など個々

の事例を扱う仲介的な部署、c)病気と診断された後

に、職場復帰した被雇用者とその同僚、という３段階

のレベルが考えられる。調査対象者を分析すること

で、発見した全ては、病気が労働生活、家庭生活、

環境、コミュニティに与える影響を説明する上で明ら

フランスにおける働き方の変化

>職場で
  慢性病と
   向き合う
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かにした。具体的には、彼らが直面している障害、障

害に立ち向かうために利用した資源、この資源を利

用できる条件などを調査である。

我々の調査は病気や障害を告げられた被雇用者だ

けに限ったものではない。我々は、病気を同僚に告げ

ていない被雇用者、補償の申請・取得をしていない部

下を持つ管理職も比較対象とした。福利厚生を申請

するために、管理職は、申請の是非の判断をする組

織に、医療診断書を提出した。重要なことは、慢性病

疾患者の多くは、身体障害補償の申請をしていない

ことである。実際に、申請をすることができた被雇用者

は990万人だったことに対し、実際に申請したのは250

万人だった。この事実を鑑みて、我々は多くの被雇用

者が、なぜ申請を避けているのかということ、持病が公

になることで、何らかの影響があるかを調べた。

調査結果によると、医療診断書や、補償を取得する

ことで、その人を（慢性病の罹患者としての）烙印を押

し、不公平な立場になることが分かった。学際的な専

門家委員会では、補償の判断基準は厳格だが、病

気の定義は曖昧であった。補償内容の交渉時に、同

僚や上司は参加していない場合が多いので、補償の

タイプ、種類、期間について（合意されてないため）

誤解されることがみられた。その上、これらの補償の

規定を実行するには2つ目の障害があった。人事部

や保険事業部は労働状況の断片しか知らない。その

ため、補償内容は上層部から押し付けられた、現場

に合致していないものであった。審査基準の目安とし

て、同僚の間で、管理者の合意のもと、インフォーマ

ルに取り決めていた、柔軟性の高い事柄が無視され

ていた。我々が観察したすべての現場の取り決めは

相互主義に基づいており、事前の取り決めなしで課

せられた対応に比べて、職場での緊迫さを生じさせな

い。その上、我々が見つけた相互作用の事例には、

個人(レベルでの問題)と集団活動(レベルでの問題)と

を結びつけた。つまり、各現場の事情に合った取り決

め方法がある。

 調査をすることで、よい補償方法を発見した。病休よ

り良い補償で、ソーシャルアクターに公平だと認められ

るものである。その補償には、次の特徴がある。まず、

法的手段と現場の取り決めの双方を含むという特徴。

職場で障害に直面した人々によって具体化し、補償

もより良いものになったという特徴。ソーシャルアクター

は障害を労働者に理解されるように述べた。医療診断

書によって得られる権利もあるが、病気を都合よく利用

していると解釈される可能性についても考えた。しかし

ながら、企業内で行われている行動は現場の団結力、

善意や障害補償の援助を与えたり、与えられたりする

人との助け合いから、障害補償を作ろうとしていた。我

々は、患者会が、参加者に彼らの労働状態を変え始

める本当の機会を与えていたことを発見した。要する

に、患者会は、個人が病気になることの意味を再認識

させ、アイデンティティー(自我)を再確立させ、患者を

集団的な権利の領域へ導いたのである。

                                                  (翻訳: 窪田　暉)

ご意見・感想・質問等は Anne-Marie Waser <anne-marie.waser@
cnam.fr>までお寄せください。

フランスにおける働き方の変化

"診断書の請求は
250万人だけ

実際は990万人が
請求できる"

mailto:anne-marie.waser@cnam.f
mailto:anne-marie.waser@cnam.f
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>>

>インドネシアの
 民主化を祝賀

                                 インドネシア共和国　デポック市　インドネシア大学　ルシア・ラティ・クスマデェウィ氏 
                                  (ISA RC 22 宗教の社会学の会員、ISA RC 47 社会階級と社会運動の会員)

こ
んにちは！指２本！ジョコウィに投票する

のを忘れないでね！2014年7月５日、有

名なロックバンドであるスランクは、インド

ネシアの大統領候補ジョコウィ氏と副大統

領候補ジュスフ・カラ氏とを支持するために、ジャカル

タのゲロラ・ブン・カルノ・スタジアムで歓喜に満ちあふ

れて歌った。老若男女、貧富の差を問わず１万人もの

サポーターたちが、無料コンサートで、スランクと共に

歌っていた。数分後に、スランクと観客が待っていた

男性が現れた。ジョコウィ氏がステージに上がり、支持

者に挨拶をした。スタジアムで観衆が２本指を立てな

がら「ジョコウィ! ジョコウィ!」と叫ぶ声で、会場は熱気と

歓喜であふれていた。

   今年、初めて、インドネシアの選挙は「人民民主主義

のための真の政党」へと変換した。選挙活動の戦略か

ら寄付金2950億ルピアの調達にわたり、無数の人々

が活発に選挙戦に参加したので、この歓喜を止めるこ

とはできなかった。そして、今まで当然とされてきた金

による政治を止めさせるために活発な選挙運動を行な

ジョコ・ウィドドとユスフ・カラの大統領候補の支持者チームは、ジャカルタ

で選挙キャンペーンを行なっている。

世界における社会学
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った後、選挙当日には、人々は選挙を監視しすること

で、選挙そものを不正から守った。

これが、インドネシアにおける新しい民主主義の興味

深い新たな局面である。悪行を重ね飢えた政治家に

よる汚職まみれの民主主義から、文明的で人道的な

民主主義の確立を目的とした、抜本的な民主的改革

への重要な変化がみられる。近年のインドネシアの選

挙では、政党エリートによって行なわれてきた、事案

ごとの政治動員という形態は大衆の支持を失い、すた

れつつあるようである。その代わりに、自発的参加を基

盤とした新たな政治文化の誕生を目の当たりにしてい

る。

    

何が変化をもたらしたのか？インドネシアの長年に渡

る政治の汚職から考えると、急に「反動」が起こると予

測する者はほとんどいなかった。明らかに「ジョコウィ効

果」が変化をもたらした主要な要因であるが、特別な

環境によって変化の風が吹き始めたようである。ある時

点において、「今がその時である」と宇宙は言っている

ようであった。つまり、変化を切望する者の答えが見つ

かり、そして不満と延々に続く混沌への嫌悪、腐敗と

寡頭政治が頂点に達した時である。

この２年間、「ジョコウィ」として知られているジョコ・ウィ

ドド氏の人気は急上昇してきた。2005年、ソロ市長（ジ

ャワ島中部の主要都市の）に当選して政治の世界に

入った起業家ジョコウィ氏は誠実、勤勉、貧しい家庭

で育った苦労人として知られている。また、人道的なア

プローチ法で政策を取り入れることで、大衆から好か

れており、地方自治体の汚職を改め、ソロ市を観光と

文化の中枢にしようと懸命に努力している。2013年、ジ

ョコウィ氏はシティ・メイヤーズ・ファウンデーションより、

世界で第３位に優れた市長として表彰され、2014年に

はフォーチュン誌に「世界の偉大なリーダー50人」とし

て名前が掲載された。

  ジョコウィのソロ市における成功は政治家としてのキャ

リアを躍進させた。主要な野党であるインドネシア闘争

民主党に後押しされ、2012年にジョコウィはインドネシ

アの首都ジャカルタの知事に当選した。高潔さで知ら

れるスラバヤ・バスキ・パルナマ氏（アホック）とともに、

ジョコウィは新たな政策を実行した。この政策の中に

は、洪水管理、交通渋滞緩和が含まれている。これら

の問題は、無秩序に広がる大都市では真剣に取り上

げられてこなかった。河川の管理と交通システムの改

善に加え、ジョコウィとアホックは、ジャカルタの都市計

画、健康管理、教育を改革した。

  

大統領選挙が近づくにつれて、闘争民主党はジョコ

ウィを大統領候補として提案した。ジョコウィはユスフ・

カラ氏(通称JK)と組まされた。カラは、経験豊富な年長

の政治家で、以前はゴルカル党の副党首であった。

ジョコウィのインドネシア国家のビジョンは「精神改革」

への招待状と表され、彼の尽力によって、インドネシア

の大衆を選挙戦に招き入れることができた。反腐敗政

治、透明性、相互援助、創造性、独立性、相違性の理

解が、彼の精神改革の根本を支える価値観である。

  

ジョコウィとJKがチームとして指名されるやいなや、世

論調査によると、特に民主主義賛成派、学識者、音楽

家、芸術家、若者、学生、ビジネスマン、大衆からの支

持率が止めどなく上昇した。支持者たちは、快く、自発

的に、無報酬でコミュニティで働いた。ポケットマネー

を遣う者もいた。対照的に、対抗馬のプラヴォ氏やハ

ッタ氏は、主に権力と金を求める集団、娯楽集団、腐

敗した政治家から支持されていた。

    

2014年7月22日、総選挙委員会は、ついにジョコウ

ィ―JKが投票の53.1%を獲得し勝利したと、また、対抗

馬のプラヴォーハッタは、投票の47.8%を獲得し敗北し

たと宣言した。多くの分析家は、これを大衆による勝利

だと説明し、ジョコウィ―JKの勝利は政治政党の支持

とは直結していないと述べた。ジョコウィ―JKの支持者

は、主にパルチザン(武装した一般人民によって組織

された非正規の戦闘集団)ではなかった。ほとんどは

特定の政治政党に所属せず、その多くは、2009年前

の選挙活動にあまり参加していなかった。

今日、我々は健全な民主主義とインドネシア人のた

めの威厳ある政治を望んでいる。先の選挙でみられ

た、自発的参加型という新しい文化は、広範な民主主

義改革の始まりと、インドネシア社会の改革へ向けて

新たな一歩であることを裏付けるであろう。

                                                (翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Lucia Kusumadewi <lucia.ratih@ui.ac.id>
までお寄せください。

世界における社会学

mailto:lucia.ratih%40ui.ac.id?subject=
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> 民 営 化 す る
      高 等 教 育

                                                 インドネシア共和国　デポック市　　インドネシア大学　カマント・スナトロ氏 
                                                       （ISA RC 04 教育の社会学の会員、ISA RC 08　歴史の社会学の会員)

イ
ンドネシア改革により

32年間にわたる独裁

軍事政権が1998年

に終わった。政府は

議論を重ねた教育改革を導入し

た。2003年以降、憲法裁判所は

社会が違憲であると唱えられる場

を新たに設けた。そして過去10年

間、教育事業者や学生、市民団

体は新たな教育に関する法律を

告訴している。

大学と公共機関の民営化は公

衆、とりわけ学生と親に強い反発が

ジャカルタの学生が教育に対する新自由主

義に抗議活動を行なう。

>>

インドネシアの事例
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あった。過去には高等教育機関の

授業料は政府が厳しく管理してい

た。国公立の高等教育機関が拡

大し続けたので、政府資金は高騰

する教育費に追いつけなかったた

め、授業料は増々重大な歳入源に

なった。定期的な授業料値上げは

当たり前のこととなった。

国公立の高等教育機関の学生た

ちは、過去より授業料の値上げに

対しマスコミや、最近ではソーシャ

ルメディアを通じキャンパスで占拠

やデモ、請願、立会演説、批評な

ど様々な方法で反対してきた。多く

の学生は国公立の高等教育機関

の民営化に伴う授業料の値上げ

や、更なる教育の商業化が、事実

上経済的に恵まれない学生の入

学を禁止することにつながるので

はないかと反対した。しかし、大学

当局は政府からの支援を得ること

ができると確信していたため、ほと

んどの場合、このような抗議は失敗

に終わった。

 2003年に政府は正規や非正規、

公立や私立、第3の教育現場のあ

らゆる水準の託児所など全て教育

機関を民営化する提案を含む新た

な法律を施行した。その後、教育

機関を民営化する法律は2009年

に施行された。

  この2つの新しい法律は既存の私

立教育機関の権限を大きく弱める

ものであったため、私立教育機関

はこれらの法律を恐れた。2006年

に16の私立組織と非政府組織は

裁判所に民営化に関する文書、特

に民営化に関する項目の申請は、

法律が施行されていないという理

由で却下された。

学生や親、市民組織は教育の商

業化を懸念し、無償公共教育の保

証や国公立の高等教育の民営化

の阻止に関心を持っていたため、

彼らも見直しを申請し始めた。彼ら

は公共機関が教育を行う方が良い

という意見や教育費は全て政府が

負担するべきであるという意見をも

っていた。つまり教育費の負担を

社会に強いるのは違憲であると考

えていた。

2009年に私立組織と非政府組

織は学生や教師、講師、親、様々

な分野の学者らと共に、2003年と

2009年の法律について見直しを申

請した。彼らの努力は報われ、裁

判所は2003年の法律に関する膨

大な文書を見直し、2009年の法律

を破棄した。

ほとんどの場合、教育改革の特

定部分への挑戦は、挑戦者の社

会的地位が影響する。私立教育

機関は民営化すると教育機関とし

ての権限を失うと同時に法的にも

不安定になるため民営化に反対し

ていた。そのため、教育を執り行う

組織は私立教育機関の維持に関

心を寄せていた。2003年の法律と

2009年の法律の見直しが承諾され

たあと、教育機関の民営化に反対

する運動は終了した。

 2009年の法律は無効になったが、

政府は2012年に高等教育機関の

民営化を基にした、新たな教育に

関する法律を発表した。2013年に

公立大学の法学部の学生は裁判

所に対し2012年の法律に関し6つ

の文書の見直しを求めた。しかしこ

の申請は却下された。

学生や親、学者、市民団体は

何 の た め に 見 直 し を 求 め て い

るのか。2003年の法律を修正さ

せ、2009年の法律を破棄させた

が、無償教育や高等教育機関の

民営化の阻止など彼らの本当の目

的はまだ達成されていないからで

ある。裁判所の決定をまとめたもの

を以下に示す。

1.高等教育機関に属する学生は

授業料を払うべきであり、政府の決

定に従うべきである。

2.国公立の高等教育機関は、経済

的に恵まれない成績優秀な志願

者に対し、20%の枠を設けなければ

ならない。しかし20%以上設ける義

務はない。

3.国公立の高等教育機関は編入

制度を認めている。（裁判所はこの

肯定的な制度を学生は商業的とみ

なす傾向があると関連づけている）

4.国公立の高等教育機関の民営

化の適正に関しては、現時点で対

立は続いていない。

学生や親、市民活動家たちは憲

法裁判所に国公立における無償

高等教育の申請を受けつけてもら

えないため、目的を達成するため

の手段がなくなってしまった。この

挫折は彼らに活動する元気を失わ

せてしまった。そして現在、自発的

に高等教育の商業化に反対する

人はいない。しかし、未だに低所得

の家庭に対する授業料の不公平

性を議論する様々な国公立の高等

教育機関の学生もいる。しかし、現

在は自分たちの国公立の高等教

育機関に対してではなく政府に対

する議論を行なっている。

　　　　　　　　　(翻訳: 関口　楓馬)

ご意見・感想・質問等は Kamanto Sunarto  
<kamantos@yahoo.com> までお寄せくだ
さい。

mailto:kamantos%40yahoo.com?subject=
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>インドネシアの
　労働者階級と
　労働運動の政治性

                                 インドネシア共和国　デポック市　インドネシア大学　ハリ・ヌグロホ氏 
                                 (ISA RC 44 労働運動の会員、ISA RC 48 社会運動、集団行動、社会変化の会員)

長
年、政治的領域から不在であった

が、インドネシアの労働運動は新たな

政治的アクテヴィズムの局面を迎えて

いる。2014年に、多くの労働組合指

導者は、一般選挙期間中に、地区議会に当選した。

これは歴史的な快挙であった。なぜなら、過去50年に

渡り、全国・地方議会で労働者階級を純粋に代表す

る者は誰一人いなかったからである。社会的、政治的

>>

ジャカルタのメイ・デイにデモ行進をする労働

者。労働者階級の団結を求める。 
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試みがみられつつも、労働者闘争を職場を越えた広

範囲にまで拡大すべきかという議論は、インドネシア

で激化している。今、我々は「労働運動によって、イン

ドネシアの階級政治を変換させることができるか」と問

うことができる。

1998年に独裁主義体制が崩壊した後に実施されて

いる経済の自由化と民主化によって、新たな挑戦と産

業闘争が異なる形で作り出された。国家管理が市場

管理によって取って代わった。競争の熾烈な世界市

場の流動的で強力な資本が「新たな敵」となる。これ

は、労働働組合に対する新たな脅威である。労働組

合の基盤は、労働市場の柔軟化によって、すでに弱

体化している。これは、スハルトの企業主義の国家体

制が崩壊した後に、新しい労働組合が基盤を取り戻

す前からのことである。

今の状況は、労働組合が労働市場の柔軟化に反対

する動きを進める切っ掛けとなった。賃金アップの要

求、連携の自由、予期なき解雇の反対という従来の取

組も、労働組合の新たな枠組みの中に取り入れられて

いる。労働組合は、国家が労働政策を自由化したこと

と、企業が不安定な雇用状態を強いていることに抗議

している (Juliawan, 2011)。そのため、労働組合は、不

安定な雇用状態を補完するような、効果的な社会保

障制度を要求している。労働組合運動は、社会保障

システムの変革を要求する中核となっており、そのた

め、組合員数は減少しているものの、幅広い有権者か

ら支持されている。

ところが、労働者運動を支持する有権者数を増やす

ことは(労働組合が市場に攻撃的な圧力をかけるため

に、社会的・政治的支持を幅広く得ようとすると)、新た

な挑戦がみられる。多くの労働組合が保守的な状態

であるなか、地元の労働組合の多くは、全国区で活動

する労働組合の中でも革新的な活動を行なう組織と

連携することで、２つの戦略を勧めている。１つ目は、

労働者階級のコミュニティのリーダーとなることだが、

同時に農民や路上販売者のグループとも関係を持つ

ことである。２つ目は選挙政治に参加することである。

この目的は、地方議会で代表権を得ることであり、延

いては全国議会で代表権を得て、政策立案過程に働

きかけるためである。また、選挙政治に参加すること

は、労働組合の支持層拡大の有効手段とも考えられ

ている。

産業闘争のパターンと、ポスト・スハルト体制におけ

るユニオニズムの変革が、確固とした労働者階級の運

動を誘発し、強化したかもしれないが、その進展は必

ずしも確証されたわけではない (Hadiz, 2001)。例え

ば、2014年に、ブカシ市の産業地域(ジャカルタ市近

郊)の革新的労働組合の２人の指導者は、地元議会に

当選した。これは、武闘派メンバーからの組織票を得

て当選したという点において、成功例であった。この歴

史的快挙に続き、2014年の選挙で、全国労働組合の

指導者らは、議論の余地のある地位を獲得した。この

議席は、労働組合員らを、スハルト独裁主義体制下で

働き、イスラム政治政党によって支持され、労働者階

級とは無縁の大統領候補を支持させることで、獲得さ

れたものだった。このことは、全国労働組合の指導者

らの階級政治の関心の矛先に関する疑問が湧いた。

一方において、選挙政治に介入しようとした他の労

働組合の試みは、労働者コミュニティからの票も集め

られなかったので、終焉した。議席を獲得した者の多

くは、労働組合を政治的基盤として使わず、他の政党

の組織票から支援を受けていた。労働者階級の政治

活動を作り上げる代わりに、政治家らは金の力による

政治のプラグマティクスや、強力な宗教イデオロギー

との戦いを目の当たりにした。

似たような状況は、コミュニティを基盤とした運動を通

じて、労働組合の支持者を拡大しようとする動きにもみ

られる。労働組合の中には、幅広いネットワークを築

き、社会的・政治的支援を交換することに成功した組

織もあるが、共通利益を見出すことに困難さがみられ

る。同じネットワークの組織は、それぞれの狭い視野に

とらわれている。特定のグループ同士で、互いに援助

し合うが、共通の階級的利害を見出そうとはしない。同

様に、労働者階級と幅広い社会集団とを連携させるこ

とで、全国社会保障制度の促進を成功させたことが、

階級的利害を克服した成功例とは言えない。なぜな

ら、それは労働者階級の利益の勝利というよりは、さま

ざな階級の市民の間での連携による結果だからであ

る。

明るい兆しが見えるが、インドネシアの労働運動は、

それを支える社会的基盤の脆弱化というハンデがあ

る。職場の労働力と、現在の労働運動の原動力となる

若い世代は、独裁政権下で生活したことがない。それ

どころか、脱政治化という時代を経験している (Cara-

way et al., 2014)。産業闘争、社会運動、このような過

程を経て形成される集団意識は、階級を基盤とする確

固とした政治運動を築くには十分ではない。さらに、さ

まざまな階級的利害や、宗教を基盤としたアイデンテ

ィティなどは、労働者同士の連携を阻む強力なライバ

ルである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等はHari Nugroho <hari.nugroho@ui.ac.id>ま
でお寄せください。
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>宗教が法的
 身分になるとき 

                               インドネシア共和国　デポック市　インドネシア大学　アントニウス・カヤディ氏  
                                (ISA RC 22 宗教の社会学の会員、ISA TG03 人権と世界正義の会員)

ス
ハルト時代(1990年代)が終焉する頃、イ

ンドネシアの公共圏は宗教的感情と人種

的不寛容によって特徴付けられていた。

そのため、非イスラーム教徒、中国人、

またはインドネシア人ではない者には、つらい時代で

あった。このようなデリケートな問題が、スハルト新秩

序体制を終焉に導いた「改革」を誘発することになっ

た、1998年の暴動ではみられた。

インドネシア系中国人に対する人種差別 —1967年に

スハルトがインドネシアを統治し始めた時に政策に取

り入れた—は、2000年にインドネシア第４代大統領アブ

ドゥルラフマン・ワヒド氏によって禁止された。インドネ

シア系中国人の伝統的な宗教と考えられている儒教

は、2006年にインドネシアの公式宗教の１つとして認

インドネシアの身分証明書には 

宗教欄がある。

>>

められた。過去10年の間、人種的感情が緩和される一

方、宗教的感情と偏見は存続している。これは、とても

デリケートな問題のため、理性的で批判的なパブリック

ディスコースでは宗教を取り上げることはない。政治に

よって、宗教には触れてはならないことになっている。

 インドネシアの歴史を振り返ってみると、宗教は政治

で利用されており、1970年代に宗教を法的身分として

の官僚化した時に絶頂期を向かえた。オランダ領東イ

ンドネシア時代（19世紀初頭から1942年まで）、宗教、

特にイスラーム教徒は、政治的脅威とみなされた。な

ぜなら、宗教は民衆を駆り立てることができるからであ

る。オランダ植民地政府は「宗教的なイスラーム」を増

幅させたが、政治的身分としてのイスラームは抑圧し

た。
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日本の植民地時代(1942–1945)には、イスラームは戦

争の戦略となった。日本人は、インドネシアのイスラー

ム教徒の多くが抱く、オランダに対抗する感情を扇動

し、イスラーム運動を支配し助長するために行政府内

に特別部署をつくった。インドネシアが独立した後、こ

の部署は宗教省になるのである。

独立初期の頃(1945–1959)、イスラーム運動を支持し

た者の中には、インドネシア独立に貢献したので、イン

ドネシアをイスラーム国家にすべきだとの意見を挙げ

る者もいた。一方、ムスリムと非ムスリムを含む世俗主

義的なナショナリストらは、インドネシアは他の宗教国

家になるべきだと主張した。

双方の妥協案は、インドネシア憲法(第29条)で謳わ

れていた。インドネシアは世俗国家ではない。なぜな

ら、全能の神という信条を基盤に建設されているから

である。ところが、どの宗派を基盤にするかを特定しな

かった。さらに、新国家は宗教の自由を保証したが、

妥協案によって1946年に宗教省が設立された。これ

は、イスラーム集団の要望に合わせるために作らたも

のである。

　スカルノの「誘導型民主主義」(1959-1965時代には、

宗教団体と非宗教団体とが２分化されており、特に宗

教団体（ムスリム教徒とキリスト教徒）と共産党とは緊迫

した状態であった。スカルノの国家主義党派は、社会

主義をベースにしている）、宗教に対して中立であっ

た。宗教団体が無神論的共産主義者からの攻撃から

守られていると思わせ、宗教団体から支持を得るため

に、スカルノは1965年に「冒涜と宗教侵害の禁止」とい

う冒涜を禁止する法律を制定した。のちに、この思い

がけない法律は、イスラーム化の次の局面のベースと

なった。なぜなら、それは宗教（特にイスラーム教）に

対して反発する人達に向けて利用されたからである。

スハルト時代(1966–1998)になると、宗教は思いもよ

らぬほど官僚化された。反冒涜法は、公共圏における

宗教の位置を保護する役割を担った。この法律のもと

で、スハルト政権は国の宗教(イスラーム教、プロテスタ

ント教、ローマカトリック教、仏教、ヒンズー教)を複数認

めたが、儒教と現地信仰は国教として認めなかった。

スハルト時代以降、インドネシア市民は自分の宗教を

公的身分証明書に明示することを義務づけられた。実

際には、宗教省が国家の統治力を有する行政組織に

よってである。さらに、1974年に制定された婚姻法によ

って国家行政機構における宗教の力を強めた。公認

宗教の１つに入信することが、婚姻証明書と出生証明

書を受理する条件となった。一方、1989年の宗教裁判

法によって、宗教の力が司法を通じて行政にまで及べ

るようになった。つまり、宗教が法的身分になった。宗

教省は宗教の力を強め、官僚的基盤を与えた。宗教

の力は国家行政部を貫き、この力によって市民は区別

された。このようにして、スハルトは宗教を自分の袂に

おさめたのである。

改革時代(1998年のスハルト失脚以降)になると、イ

ンドネシアの公共圏はさまざまな集団(宗教、民族、土

着、地域、コミュニティ)の論争の場へとなった。そこで

は、国家からの注目や認識が求められていた。例え

ば、改革時代には、1999年にモルッカ諸島で勃発し

た宗教抗争にみられる新たな二極化されたイスラーム

運動が現れた。この宗教抗争は、公共の場で、公認さ

れていない(非公用)宗教や、「他のイスラム教」（アマ

ディア派、シーア派、スンニ派の大多数）を自らのアイ

デンティティとして表すことに対して、寛容な態度をとる

方向へと導いた。儒教と現地信仰を認めるとともに、以

前は認められなかった宗教集団の人達は、2006年以

降、婚姻届けを提出できるようになった。現在では、公

認された宗教に入信していなかったとしても、身分証

明書の「宗教」欄を空欄にすることもできる。

しかしながら、政治論争を論破するのも宗教である。

これは、宗教的感情と繋がりとが、他の社会文化的繋

がりよりも強いことを示している。しかし、宗教が法的身

分となるとき、宗教は国家制度の一部として統制され、

支配者が被支配者を監視することに利用されている。

インドネシアの国家行政機構と司法部を通して、宗教

の威光が国家に吸収され、人々の日常生活の中で強

化されている。このような組織体制において、宗教は

行政事項となり、その精神性が脅かされる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(翻訳: 山元　里美)

ご意見・感想・質問等は Antonius Cahyadi <antonius.cahyadi@
ui.ac.id>までお寄せください。
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>上昇志向の
　　　  活性化 

                         インドネシア共和国　デポック市　インドネシア大学　インデラ・ラトゥナ・パッティナサラニ氏 
                         (ISA RC04 教育の社会学の会員、ISA RC 28 社会階層の会員)

ジャカルタ市の渋滞した道路にみられる社

会階層。

1
997年のアジア金融危機以来、インドネシア

は、低中所得国からG-20(先進国に新興国を

加えた主要20ヵ国)に仲間入りし、素晴らしい

経済回復を成し遂げた。さらに、インドネシア

は政治的、財政的、経済的安定を得ており、世界にお

ける民主主義大国の１国ともなった。このような素晴ら

>>

インドネシアの事例
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しい成長を遂げているにもかかわらず、インドネシアの

ジニ係数から明らかなように、格差も広がっている。ま

た、所得格差によって社会福祉制度へのアクセスの不

均衡もみられる。例えば、インドネシア人口の最下部

の十分位階級に属する子供は肉体的に虐げられる尤

度が43%であることに対して、最上部の十分位階級の

子供の中では14%しかみられない。同様に、学校を中

途退学する確率は貧困家庭の子供のほうが非常に高

い。71%の最下部の十分位に属する子供達は、早い段

階で学校に通うのをやめるが、トップ層になると中途退

学する子供は26%である。

インドネシアの格差、つまり上昇的な社会移動にアク

セスする機会が不平等であることは、歴史的に明らか

である。社会的位置を最大限に改善できるのは、どの

ような人たちか。どのような要因によって上昇的な社会

移動を生み出すことができるのか。私の研究では、イ

ンドネシア家計調査(IFLS)の1993-2007の横断調査を

使い、西ジャバと東ジャバの都市部における、インドネ

シア家族の格差を検証した。サンプル数は男女合わ

せて1177名である。対象者の年齢は20際から64歳で

ある。

インドネシアの都市部において、上流階級の個々人

のほうが下層階級のインドネシア人よりも、社会を上昇

移動する機会が多くある。調査データによると、下層と

中層階級の間では約27%であることに対して、中層と

上流階級の間では45%みられる。実際に、下層階級の

人達には上昇移動の機会は皆無である。他国と同様

に、インドネシアでは社会階級が低ければ低いほど、

上昇移動の機会はほとんどみられない。社会階級の

硬直性と同様に、社会的配置の硬直性もあるため、回

答者のほとんどは両親と同じ社会階級に属していた。

ジェンダー別にみてみると、似たような社会的配置の

女性に比べると、男性は上昇移動をする確率が高い。

この傾向は、下層階級の男性ほど強くみられる。家庭

や職場において、女性の役割を果たすように求められ

ることで、女性のキャリア形成は複雑化し、女性の上昇

移動は制限される。インドネシアでは、学歴によって社

会を上昇移動できることが明らかである。高学歴であ

ればあるほど、上昇移動の機会は高くなる。親の社会

階級が回答者の社会階級に一番強い影響を及ぼし、

次に強いのが回答者の学歴である。

下層階級が中流・上流階級に上昇移動することを難

しく感じているという計量分析結果は、私がジャバの農

村部で実施した定質調査結果と合致する。しかし、無

学歴であっても、下層階級の者が中流階級に上昇移

動する面白い例外がみられる。

多くのインドネシア人は、家政婦（普通は女性）や工

場・建設労働者（主に男性）として、海外に出稼ぎに行

くことを選択する。出稼ぎ労働者になる理由は、低学

歴のインドネシア人には、国内での雇用機会が少ない

からである。海外で働くほうが、インドネシア国の同業

種で働くよりも稼ぐことができ、移民労働者たちは、海

外で稼いだ賃金を村の親戚に送る。この送金を遣うこ

とで、家族は社会階級を上昇できる可能性がある。

他の方法は、技術を世代間で受け継ぐことである。

西ジャバ地方ガル市のコミュニティは、ジャバ地方で

最高の床屋を輩出していることで有名である。何十年

にも渡り、この技術は世代を跨いで受け継がれてい

る。最も成功した理髪師は、ジャカルタのような大都市

で短期的に働く。理髪師としての技術を通じて、その

多くは家族の経済的・社会的地位を向上することに成

功している。

第三に、起業によって社会階層の階段を昇る方法も

ある。ほとんどの村では、自営業を始める人たちが数

名いる。のちに、自営業を中小規模の会社へと発展

させ、近隣の村にまで会社の規模を大きくする人達も

いる。通常、小売販売、飲食、商取引の業種でみられ

る。場所によっては、銀行から貸付金、政府助成金、

企業の社会的責任制度の援助を受けて、起業を始め

る人達もいる。成功した起業家は上流階級に上昇する

こともできる。

  インドネシアにおける階級の硬直性の構造を説明し、

それを克服する手立てに関する研究(特に下層階級が

上昇階級に移動する機会が少ないこと)は、今もなお

続けられている。この研究成果によって、社会移動の

機会の不均衡を緩和する政府・民間プログラムの発展

が期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翻訳: 山元　里美）

ご意見・感想・質問等は Indera R. I. Pattinasarany 
<indera.pattinasarany@ui.ac.id>までお寄せください。
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